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諭i欝
酵 鰐 ・B・ヒン些

私
は少 し前 ，一 連 の面自 い書 物 を読 み

ま した。 その 中に は， ナザ レの イエ

スの物語 か ら神秘 的 な要素 を取 り除 こ う と

す る試 み に関す る， アメ リカ， イ ギ リス，

ヨー ロ ッパ の神学 者 た ちの 才気 あふ れ る論

文が 載せ られて い ま した。 あ る才能 豊 かな

プ ロテ ス タ，ン トの信者 は こ う書 いて い ますδ

「古 くか らの教 えに疑 い を差 しは さむ神

学 者 た ちか ら， まこ とに厄 介 な問 題 が投 げ

げん

か け られて い る。 彼 らの言1ζよる と，神 と

い う言葉 は多 くの人々 に とって， 意味 のな

い言葉 にな って きて い るか ら， 捨 て去 るべ

きだ とい うので ある。

イ エ ス とは何 者 か とい う， 自由主 義的神

学 者が 持 ち出 した この 問題 は， 元 を正 せ ば

昔 か ら何度 も繰 り返 されて きた もので あ り，

キ リス ト教 会 を分裂 させ た もの で もあ る。

宗教 改革 者た ち は… …真裡 の唯 一 の源泉
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として聖 書 に立 ち返 っ たが， 彼 らの聖 書 か

らは，編 集 の段階 で， 奇跡 的 な 出来事 は削

除 され， それ に関 して読者 を当惑 させ る よ

うな注解 が付 け られ て いた。 あ る者 は それ

を非神話化 論 と言 い， ある者 は合 理的 解釈

と呼ぶ。

この新 しい波が 掲示 してい るの は， 宗教

とは名 ばか りの キ リス ト教 で あ り， その信

仰 の 基 盤 は あ る種 の 哲 学 体 系 で あ る。J

(Fo吻n6，December1965，p.173)

この よ うに，現在 のあ る神学 者 た ちは，

主 か らその神性 をは ぎ取 ろ う と画策 して き

ま した。 そ して その う えで ， なぜ人 々 は主

を礼拝 しよう としな いのか と首 をか しげ て

い るので す。彼 らは イエ スか ら神性 とい う

衣 をは ぎ取 り， 自分 に従 う人 々 に， イエ ス

をただの人 間 として しか見 せ てい ない ので

す。彼 らは 自分 の狭 い考 えに合 わせ て ， イ

エ スを作 り変 え よ うと して い ます。 そ して ，

そ の過 程 にお いて， 主 が神 の御子 であ る こ

とを否 定 し， この世 か ら義 の王 を奪 い取 っ

て きたので す。

このか な りの影 響 を持 つ偽 りの聖 書解 釈

は， いつの 時代 に も，特 に若 人 の信仰 を揺

さぶ り，1多くの人 々 をえ じ きと して きま し

た。 その解釈 と，彼 らに及 ぼ した大 きな影

響 力 とにつ い て読 んで い る と，古 代 の予 言

者 アモス を通 して語 られ た主 の み言葉 が ，

新 た な明快 さ を もって迫 って き ます。

「主 な る神 は言 われ る
， 『見 よ， わ た しが

ききん をこの国 に送 る 日が来 る， それ はパ

ンの き きん で はない， 水 にか わ くの で もな

い，主 の言葉 を聞 くこ との き きんで あ る。

彼 らは海 か ら海 へ さ ま よい歩 き，主 の 言

葉 を求 めて， となた か なたへ はせ まわ る，

しか し これ を得 な いで あ ろ う。

その 日には美 しいお とめ も，若 い男 もか

わ きの た めに気 を失 う。

一必 ず倒 れ る。 再 び起 きあが る ことはな

い』。」(ア モス8：11-14)

これ らの 言葉 は・現 代 の多 くの人 々 の状

態 を実 に よ く言 い 当て てい ます。 若 い人 だ

けでな く，心 に喜 び を与 え て くれ る信 仰 を

求 めなが ら も，与 える側 の問題 の ゆえ にそ

れ をは ねつ け，渇 きのた め に気 を失 い，倒

れ，再 び起 き上が る こ との ないす べ ての人

人 の状 態 を表 わ して い ます。

私 た ちは この よ うな人 々 に厳 粛 に証 した

い と思 い ます 。神 は死 ん だ とい う人 々 が い

ます が， 神 は死 んで はお られ ませ ん。
かなめ

私 た ちは イエ ス ・キ リス トこそ信 仰 の要

となる御 方で あ る と信 じてい ます。 この教

会 は正 式 に は末 日聖 徒 イ エス ・キ リス ト教

会 といい ます。 私 た ちは イエ ス ・キ リス ト

を主， 救 い主 として礼拝 して い ます。聖 書

を神 のみ 言葉 として受 け入 れ， メ シヤ の降

臨 を予 言 した 旧約聖 書 の予 言者 た ち は， 神

の霊感 の下 に語 った と信 じて い ます。 そ し

て，神 の御 子， す なわ ち肉 に おい て御 父の

生 みた もう独 り子 の誕生 ，教 え と導 きの業，

死 ，復活 な どの出来 事 を書 き残 したマ タ イ，

マ ル コ， ルカ， ヨハ ネ の記録 を誇 りと して

い ます。 古代 のパ ウロ の よ うに， 私 た ち は

「福 音 を恥 としな い
。 それ は… …救 い を得

させ る神 の力 」(ロ ー マ1：16)だ か らで

す。 また，ペ テロの よう に， イ エ ス ・キ リ

ス トの み名以 外 に，「わた した ちを救 い う る

名 は… …天 下 の だ れ に も与 え られ て い な

い」(使 徒4'：12)と 宣言 してい ます 。

私 た ちが新 世界 の証 として 受 け入 れて い
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グ ロ の墓偶 イエスガ拗 御子であることを証』
ニコ=家 遠の生命を確かなものにレてωます。

るモ ルモ ン経 は， かつ て この西 半 球 に住 ん

でい た予 言者 た ちの教 えを伝 える と共 に，

ユ ダヤの ベ ツ レヘ ム で生 まれ ， カルバ リの

丘 で亡 くな られた御 方 を証 して い ます。 モ

ルモ ン経 は，、確 た る信 仰 を持 たず に揺 れ 動

くこの世 に与 えられ た も うひ とつ の証 で あ

り，主 の神 性 をは っ き りと証 してい ます 。

冒頭 の部 分 に は，、1500年前 のア メ リカ大 陸

に生 きた ひ とりの予言 者 の言 葉が 書 かれ て

い ます。そ こに は， この記録 の 目的 は，「ユ

ダ ヤ人 と異 邦人 とにイエ ス は永遠 の神 なる

キ リス トに まし まして， 万 国の民 に現 わ れ

た もう ことを確信 させ る こ とで あ る」 とは

っき り述 べ られ てい ます 。

現代 の啓示 ，教 義 と聖 約 の中 で，主 は次

の よ うな言葉 で， 御 自身 につ い て はっ き り

と宣 言 して お られ ます。「われ はアルパ に し

て オ メガな り。 主 なる キ リス トな り。 す な

わ ちわ れは始 めに して終 りな り。 世 の磧 い

主 な り。」(教 義 と聖約 ね ：1)

蹟 い主 は全 入類 が生 き られ るよ うに， 御

自分の命 を捨 てて痛 ま しい代 価 を支 払 われ

ま した。 教義 と聖 約 の この宣 言 は，私 た ち

にその代 価 を決 して忘 れて は な らない こと

を気付 かせ て くれ ます。 ゲ ツ セマ ネで の苦
あざけ

悶， 法廷 にお ける ひ どい嘲 り， 肉 を引 き裂
かんむり

く残 酷 ない ば らの冠 ， ピラ トに死 刑 を要 求

す る暴民 た ちの 叫 び，手 と足 を釘 で 貫 かれ

た 時の 身の毛 も よだつ苦 痛 ， あの悲 しみの

日に十字 架上 で 味 わわ れた 身 を引 き裂 くよ

うな苦 しみ ，「父 よ，彼 らをお ゆ る しくだ さ

い。彼 らは何 を してい るの か， わ か らず に

い るの です」(ル カ23：34)と い う叫 び，私

た ちは これ らの こ とを決 して忘れ て はな り

ませ ん。

主 は十 字架 とい う拷問 の道 具 で苦 しみ を

受 け ま した。 十字 架 が用 い られ たの は平和
いや

の君 を滅 ぼすた めで した。病 人 を癒 し，盲

目の人 の 目 を開 け， 死者 をよみが え らす奇

跡 の業 をされた御 方 に対 す る報 ヤ)が， この

恐 ろ しい道 具だ ったの です。 そ して ，主 は

荒 涼 とした ゴル ゴダの丘 の十 字架 の上 で，

息 を引 き取 られ ま した。

私 た ち は，救 い主 に して蹟 い主 たる神 の

御子 が ・私 た ち一 人 一人 の た めに 身代わ り

の犠 牲 とな られた ことを決 して忘 れ て はな

りませ ん。 丘 ダヤ人 た ち の安 息 日の前 日の
むくろ

夕べにその場にいた人々は，主の骸が降ろ

され，借 り物の墓の中に急いで葬 られるの

を見た時，夕暮れの闇の中に希望を奪い去

られました。最も熱心で賢明な弟子たちも

その例外ではありませんでした。彼らは主

が以前に言われたことを理解 していません
どうけい

で した。信 じて いた主 が死 に，憧 憬 ，信 仰，

希 望め すべ て を寄せ て い た主が 帰 らぬ人 と

な って し まったの ですpか つ て・永 遠 の生

命 を語 り， ラザ ロ を墓 か らよみが えらせ た

主 も， 今 や その悲 しみ に満 ち た短 い生涯 を

終 え， す べ ての人 と同 じよ うに世 を去 って

しまっ，た ので す。 その 生涯 は， はるか昔 ，

イザ ヤが 予言 した通 りの もの で した。「彼 は
あなど

侮 られて人 に捨 て られ ，悲 しみの人 で ，病

を知 っ ていた 。… …

一彼 はわ れ わの とが のた め に傷 つ けら
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れ ，わ れわ れ の不義 の た め に砕 か れ たの だ。

彼 はみ ずか ら懲 ら しめ をう けて， われ われ

に平和 を与 え…… 」(イ ザ ヤ53：3，5)今

や 主 は この世 の人 で は あ りませ んで した。

主 を愛 して いた人 が ，今 の土 曜 日に当 た

るユ ダヤ教 の安 息 日の長 い時 間 を，主 の死

を考 えて どの よ うな気 持 ちで いた か は，想

像 す る こ としかで き ませ ん。

そ して， 今 日で は主 の安 息 日 と呼 ばれ る，

週 の初 めの 日が来 ま した。 悲 しみ に沈 んで

その墓 へ や って来 た人 々 に， 主 に仕 え るみ

使 いが 宣言 し ま した。「あな たが た ば，なぜ

生 きた方 を死 人 の中 に たず ねて い るの か。」

(ノレカ24：5)「 もう こ こにはお られ な い。

かね て言 われ た とお りに， よみ が え られ た

ので あ る。」(マ タ イ28：6〉

人類 の歴 史 中， 最 も偉大 な奇跡 が起 こっ

た ので す。主 は先 に，「わた しは よみが え り

で あ り，命 であ る」(ヨ ハ ネ11：25)と 弟子

た ち に言 わ れ ま したが， 彼 らはそれ を理解

す る こ とが で き ませ ん で した。 しか し，今

や彼 らは その言葉 の意味 を悟 りました。 悲
せきばく

しみ，苦 しみ，寂 寛 の 中 に息 を引 き取 られ

た 主が， その3日 後 に， す べて の眠 る者 の

初穂 として 力 とうるわ しさ と命 の 内 に よみ

が え り，あ らゆる時 代 の人々 に，「ア ダム に

あって すべ ての人 が死 んで い るの と同 じよ

うに， キ リス トにあ ってす べて の人 が 生 か

され るので あ る」(1コ リン ト15=22)とrい

う保 証 を与 え られ たの です 。

カル バ リの丘 にいた の は，死 を迎 えた イ

エ スで した。 しか し， 主 は墓 の 中か ら，生

け るキ リス トとして現 われ られた ので す。

十 字架 は ユダ の裏切 りの悲 しい結 末 で あ り，

あ る意 味 でペ テ ロの否 定 の結果 で もあ りま

から

した。 しか し，今 や そ の空 の墓 は， イエ ス

が神 の御 子 で ある ことを証 し，永 遠 の生命

を確 か な もの に してい ます。 そ して，未解

答 の ま まにな って いた 「人 が も し死 ね ば，

また生 きる』で し ょ うか」(ヨ ブ14：14)と い

う ヨブの問 い か けに答 えを与 えた ので す。

主 はその死 に よって， 人 々 か ら忘 れ られ

て いた か も知 れ ませ ん。良 くて も， 多 くの

偉大 な教 師 の 中の ひ とり として，歴 史書 の

数行 にそ の業績 が 書 き留 め られて いた くら

い か も知れ ませ ん。 しか し主 は よみが えら

れ ，命 の主 とな られ ま した。弟 子 た ちはイ

ザ ヤ と共 に，確 か な信 仰 を喜 び歌 った こ と

で し ょう。 「その名 は， 『霊 妙 な る義 士 ，大

能 の神 ， と こしえの父 ，平 和 の君 』 ととな

え られ る。」(イ ザ ヤ9：6)

そ して， 次 の ヨブの言葉 も成 就 され たの

です。「わ た しは知 る，わ た しをあが な う者

は生 きて お られ る，後 の 日に彼 は必ず 地の

上 に立 た れ る。

わ た しの皮 が この ように滅 ぼ され たの ち，

わた しは肉 を離 れ て神 を見 るで あ ろ う。

しか も私 の味 方 として見 るで あ ろ う。 わ

た しの見 る者 は これ以 外 の もの で はな い。

わ た しの心 は これ を望 んで こが れ る。」(ヨ

ブ19：25-27)

主 は今 や， 命 を治 め るだ けで な く，死 を

も治 め る御方 で した。 です か ら，復 活 され

た主 を見 た 時 に， マ リヤが 叫 んだ 「ラ ボニ」

とい う言葉 は， 実 に当 を得 た もの だ ったの

で す。死 の苦 痛 は除 か れ，墓 は勝 つ こ とが

で き ませ んで した。

臆 病 なペ テ ロ も人 が変 わ りま した。 また，

あ の うた ぐり深 い トマ スで さ え， 「わ が 主

よ，わ が神 よ」(ヨ ハ ネ20：28)と ，厳 粛 に

聖徒の道/1983年9月 号
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二六こ 鋤的に，思える数多くの事柄に囲まれて苗日生活してωる私に

可 と元 在 スの瓠 を創 るの脚 ともたやず虎 と軌

心 の底 か らの宣 言 を しま した。 か の驚 くべ

き時 に主が語 られ た，「信 じな い者 に な らな

いで，信 じる者 に な りな さい」(ヨハ ネ20=

27)と い う言葉 は， い つ まで も彼 らの心 か

ら離 れ る ことが あ りませ んで した。

それ か ら，主 は多 くの人 々 に姿 を現 わ さ

れ ま した。 パ ウ ロは 「五 百 人以 上 の兄弟 た

ち に， 同時 に現 れ た」(1コ リン ト15=6)

と書 き残 して い ます。

そ して， 西半 球 に は別 の民 が住 ん でい ま

したが ，主 は この民 の こ とに つ いて も，以

前 に語 ってお られ ま した。 彼 らに 「天 か ら

出 て くるよ うな声が 聞 えた… …

その声 は，『わが 喜ぶ 愛子 を見 よ。われ は
よ

これ に由 りて すで に わが名 の 栄光 を示 しぬ。
おう

わが愛 子 に聞 け』 とか れ らに仰 せ に な って

いた 。

群衆 は……天 を仰 ぐと， 天 か ら一人 の男
くだ

の方 が降 りた もうのが 見 えた。 その お方 は

白 い衣 を召 して， 降 って きて群 衆 の 中 に立

ちた もうた。 … …

時 にそのお 方 は手 を伸 して群 衆 に話 しか

けて仰せ に な った。

『見 よ
，わ れ はイ エ ス ・キ リス トな り。

予言 者 らが この世 に来 る と証 を した るその

者 な り。
た

・起 ちてわ れ に近づ け 』と
。」(皿二一 フ

ァイ11：3，6-10，14)

モ ルモ ン経 の この素 晴 らしい記録 に は，

主が 古代 ア メ リカの民 の 間で 導 き と教 え を

施 された時 の ことが，数 多 く記 され てい ま

す。

で は， 最後 に現代 の証 を見 て み ま し ょう。

全人類 の主 は， 時の 絶頂 の神 権 時代 として

予言 され て いた この神 権 時代 の 幕 を開 け る

た め に， 再 び地 上 に来 られ ました。 古代 に

与 え られて い た真理 を新 た に 回復 す るた め

に，輝 か しい示 現の 中 に，復 活 され た生 け

る主 と， その御 父 で ある天 の神 が， ひ と り

の少 年予 言者 に現 わ れ たの で す。 そ して，

雲 の よ うに多 くの証 人が それ に続 きま した。

(ヘ ブル12：1参 照)最 初 の示 現以 来 ，啓

示 を受 け 続 けて き た現 代 の 予 言 者 ジ ョセ

フ ・ス ミスは， 次 の よ うに厳粛 に宣言 して

い ます。
つ な

「さて
， この小羊 に就 きて為 され た る様

様 の証 の挙 句， わ れ らの為 す最 後 の証 は す
これ

なわ ち『主 は実 に生 きた も う』こと是 な り。

わ れ らは， 彼が す なわ ち神 の右 に座 した も

う を見 た り。 また， 御 父 の生 み た も う独子

な り と証 した もう声 を聞 け り。

す なわ ち諸 々 の世 界 は彼 の手 に よ り，彼
よ

の手 を経 て， また彼 に因 りて先 に作 られ，

また現 に作 られ， これ に住 む者 たち もみ な

神 よ り生 れ た る息 子 と娘 な る こ とを証 した

も う。」(教 義 と聖約76：22-24)

私 たち末 日聖 徒 は，神 が実在 の御 方で あ

る とい う厳 粛 な証 を聖霊 の力 に よ って立 て

てい る何百 万人 とい う証人 を これ に加 え る

もの です。 彼 らは これ まで もそ れ を証 して

き ま した が，今 もな おそ の証 を続 けてい ま

す。

この証 を背景 として，信 仰 も行 な い もな

い，破 滅 的で 定見 の ない混 乱 した考 えにつ
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いて， もう一度 考 えてみ まし ょ う。知 性 だ

けで物事 を判 断 し よ うとす る人 々 に， 幾 つ

か質 問 を した い と思 い ます。

主 の神性 に対 す る信 仰 は，20世 紀 にお け

る様 々 な情 報 を元 に した もの で しょ うか。

科学 や技術 が進 んだ現 代 で あ って も， イエ

ス とい う奇 跡 の存 在 を否定 す る ことはで き

ませ ん。 それ ど ころか， かつ て は超 自然 的，

不可 能 と考 え られ て いた こ とが， 今 ほ ど信

じ られ る よ うに な った時代 は，人 類 の歴 史

の 中 にかつ て一度 もあ りませ ん で した。

現代 にお いて， 何 か実現 不 可能 と思 え る

よ うな ことが あ るで しょ うか 。

生命 の本 質 とその創 造 の なぞ の解明 を始

める までに な った生物 学 や医学 の飛躍 的 な

進歩 を知 ってい る人 々 に とっヤ は， た とえ

懐疑 的 な人 であ って も，神 の子 として のイ

、エ スの奇跡 的 な誕 生 は確 か に以前 よ りも可

能性 の あ る こと として認 め られ る よ うにな

って きてい ます。

また， この地 球 を創 造 したほ どの知 識 を
いや

持 って お られ る御 方 が病 を癒 し， 弱 うてい

る人 を活気 づ け， 死者 を よみが え らせ る こ

とが で きた と信 じるの は， 何 の難 しい こ と

で もあ りませ ん。 中世 にお いて は， そ うい

う ことを信 じるのは難 しか った か も知 れ ま
ち ゆ

せ ん。 しか し今 では， 病気 の治癒 ，快 復 と

い う奇跡 は 日常 茶 飯事 とな って い ます。 そ

れ を 目撃 しなが ら，果 た して これ らの事柄

の可能 性 を疑 う ことが で きる もので し ょう

か。

居 間 に座 って， 宇宙 飛行 士 の 月面歩 行 を

見 た後 で， 昇天 につ いて考 えた場 合， それ

を非 常 に理 解 し難 い ことだ と思 うで し ょう

か。

奇跡 とは何 で しょ うか。 現代 こそ奇 跡 の

時 代 で はな いで し ょ うか。 私 が これ まで短

い人生 の 中で見 て きた科学 の進 歩 は， 私 の

先祖 た ちが 過去6千 年 近 くにわ た って 目撃

して きた もの よ り大 きな もので す。

奇跡 的 に思 える数多 くの事柄 に囲 まれ て

毎 日生 活 してい る私 に とっ て， イエ ス の奇

跡 を信 じるの は い と もた やす い ことです。

しか し， 私 た ちは福 音 に関心 を持 っ てい

る世界 中の友人 に，主 へ の証 は人 類 が達成

した業 績 を観察 す るだ けで得 られ る もので

はな い と申 し上 げた い と思 い ます。 そ うい

った観 察 は主 の誕 生， 生涯 ，死 ， 復活 に対

す る理 性 的 な確 信 を与 えて くれ ます。 しか

し， それ以 上 の ものが 必要 なの です。 それ

は， 主が聖 な る購 い主 と して担 って お られ

る，比 類 な い不 変 の役 割 に対 す る知識 であ

り，主 御 自身 と， 主が 神 の御子 として私 た

ち に授 け られ た メ ッセー ジ とに対 す る熱 い

思 い です。

この知識 と情 熱 は， 代価 を支払 うな ら，

だれ で も得 る こ とが で き ます。 これ らの も

のは この世 的 な学 問， 知識 な ど と相容 れ る

もの で はあ りませ ん。 哲学 書 を読 ん だ だ け

で得 られ る もの で もあ りませ ん。 そ れ を得

るた めの よ り確 かな方 法 が あ ります。 神 に
つ

属 ける事柄 は，啓 示 の言葉 を伝 えて くれ る，

神 の みた まに よって理 解 す る こ とが で き る

ので す。(1コ リン ト2：11参 照)

主 に対 す る知 識 と情 熱 は，簡 潔 な原 則 に

従 う ことに よ って得 られ ます。 その 中か ら

3つ の原則 を取 り上 げて み たい と思 い ます。

いず れ も初 歩 的 な概 念 で， 何度 も繰 り返 し

教 え られ て いる もの ですが ，応 用 とい う点

か ら考 える と基 本 的 な原則 で あ り，最 も実

8
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犀 》的な』カば，腕の筋肉のカと1司じて㌧栄養を

二皿Zを 取り，使わなけれぱ強くなりません。

り豊 か な結 果 を与 え て くれ る もの です 。

第1の ステ ップ は， 主 のみ言 葉 を読 む こ

とです。 日々忙 しい生 活 の中 で，本 を読 む

時 間的 な ゆ と りが あ ま りない ことは分 か り

ます。 しか し約 束 します。私 たち が聖典 と

呼ぶ 書物 を読 むな ら，知 識 と温 か な思 い を

得，喜 び を感 じる こ とが で きます。「あな た

が た は， 聖書 の 中 に永遠 の生 命 が あ る と思

っ て調べ て い るが， この聖書 は， わた しに

つ いて あか しをす る もので あ る。」(ヨ ハ ネ

5139)例 え ば， ヨハ ネ に よる福 音 書 を，

初 めか ら終 わ りまで 読 み通 してみ て下 さ い。

主御 自身 に語 って いた だ くので す。 主 のみ

言葉 が心 安 らか な確 信 を もた ら し， 主 の あ

ら捜 しをす る人 々の 言葉 を無 意 味 な もの と

して くれ るで し ょう。新 世界 の契 約 の書 ，

モル モ ン経 も読 んで下 さい。 モ ルモ ン経 は，

「イエ ス は永 遠 の神 に ま しま して
，万 国 の

民 に現わ れ た も うこ と」 に対 す る も うひ と

つの証 として与 え られた もの で す。(モル モ

ン経 の とび らの言)

第2の ス テ ップ は祈 る こ とで す。御 子 の

み名 に よ って永遠 の 父 な る神 と話 して みて

下 さ い。 主 は こ う言 って お られ ます 。 「見

よ， わた しは戸 の外 に立 って， たた い てい

る。 だれ で もわ た しの声 を聞 い て戸 をあ け

るな ら， わ た しはそ の中 に はい って彼 と食

を共 に し，彼 もまた わた し と食 を共 にす る

で あ ろう。」(黙 示3：20)

これ は主御 自身か らの誘 いで あ り， その

約 束 は確 か な もので す。天 か ら声 が 聞 こえ

て くる こ とはな いか も知 れ ませ ん。 しか し

神が 安 らか な不 動 の確信 を与 えて下 さる こ

とで し ょう。

第3の ステ ップ は，教 えに従 った生 活 を

し， 主 のみ業 に働 くこ とで す。霊 的 な力 と

肉体 的 な力 に は共通 点が あ ります。霊 的 な

力 は，腕 の筋 肉 の力 と同 じで，栄 養 を取 り，

使 わ な けれ ば強 くな りませ ん。

自分 の時 問 と才能 を用 い て神 のみ業 に働

くな らば，信 仰 は強 くな り， 疑 い は徐 々 に

消 えて い き ます 。

主 は は っ き りと言 ってお られ ます。「神 の

み こ ころ を行 お う と思 う者で あ れ ば， だ れ

で も，わ た しの語 って い る この教 が神 か ら

の ものか ， それ とも，わ た し自身か ら出 た

もの か，わか るであ ろ う。」(ヨハ ネ7：17)

また， 神 の教 えを実際 に行 ない， 主 の大義

に献 身す るな ら， 自分が何 者 で あ るか を知

り，真 理 を悟 るで あろ う と も宣言 してお ら

れ ます。

主 はニ コデモ との あの 素晴 らしい会話 の

中で，「肉か ら生 れ る者 は肉で あ り，霊 か ら

生 れ る者 は霊 で あ る」 と言わ れ ま した。 そ

う して こ う続 け られ たの です。「風 は思 い の

ま まに吹 く。 あ なた は その音 を聞 くが ， そ

れが どこか ら きて， どこへ行 くのか は知 ら

ない。 霊 か ら生 れ る者 もみ な， それ と同 じ

であ る。」(ヨ ハ ネ3：6，8)

私 た ちは， 以上3つ の提 案 を実行 する人

には， これ らの祝福 が 与 え られ る とは っき

り約束 し ます 。 だれ で も， 主 の み言葉 を読

み・主 に祈 り・主 の教 えを守 って奉 仕 の業

に仕 え るな ら，疑 い を除 くこ とが で きます 。
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そ して， 哲学 ， いわ ゆ る高等 批評 ，現 代 の

否定 的 な神学 な どが引 き起 こす すべ て の混

乱 の中 を，聖 霊 の証 が輝 きを放 ち なが ら出

て くるので す。聖 霊 は私 た ち に， イエ スが

肉体 を ま とっ て この世 に生 まれ た もうた真

の神 の御 子 ， また， 墓 か ら よみが え った世

の腰 い主， い つの 日か地 上 に来 て王 の 王 と

して君 臨 され る主 で あ るこ とを証 して くれ

るの です。 これ らの こ とを知 るの は， 私 た

ちの特 権 で あ り，祝 福 です 。 そ して これ ら

の こ とを探 求 す るの は，私 た ち の義務 なの

で す。

神 は，私 たちが これ らの偉 大 な真理 に対

す る確信 を与 えて下 さ い ます 。 また，神 は

私 た ちがそ の真理 を常 に実践 で きる よ うに

祝福 して下 さい ます 。 そ して， ほ かの人 々

もその 真理 に従 って，神 は実在 し， 常 に近

くに いて導 き と恵 み を下 さ る とい う素 晴 ら

しい知識 を得 る こ とが で き るよ うに，祝 福

を授 け よう として お られ るので す 。神 が生

きて お られ ，私 た ちの側 にい て導 き と恵 み

を下 さ る とい うこ とは， すべ て の人が 知 っ

てお くべ き事柄 で す。

イエ スがユ ダ ヤのベ ツ レヘ ム で この世 に

生 を受 け られ た神 の御 子 で あ る こと， また，

約束 の メ シヤ と して この地 上 を歩 き，十 字

架 にか け られ，全 人類 の罪 を照 うた め の犠

牲 として御 自分 の命 を捧 げ られ た ことを証

し ます。 イエ ス こそ私 た ちの救 い主 で あ り，

蹟 い主 です。 イエ ス は人 類 の ただ ひ とつ の

確 か な希 望 ，す なわ ち， よみが え りで あ り，

命 な のです 。

ホームティーチャーへの提案

担当家族との話し会いの中で，以下の点

を強調 す る とよいで し ょう。

1.

2.

3。

4.

5.

この教 会 の正 式 な名 称 は末 日聖徒 イエ

ス ・キ リス ト教会 で あ る。 また，私 た

ち はイ エ ス ・キ リス トを信仰 の要 とし，

主， 蹟 い主 と して礼 拝 してい る。聖 書

を神 の み言葉 として受 け入 れ てい る。

モ ルモ ン経 は， 確 た る信 仰 を持 た ず に

揺 れ動 くこの世 に与 え られた もうひ と

つ の証 で あ り，主 の神 性 を は っき りと

証 してい る。

その空 の 墓 は， イエ ス ・キ リス トが神

の子 で あ る ことを証 し， 永遠 の生 命 を

保 証 す る もの とな った。 イ エ ス ・キ リ

ス トは復 活 に よっ て，命 と死 を治 め る

主 とな られ た。

復 活 を証 す る古代 の証言 に加 えて， 予

言者 ジ ョセ フ ・ス ミス に与 え られ た示

現 と啓 示， また，聖 霊 の力 によ って主

の 実在 を厳 粛 に証 す る何百 万人 もの人

人 の証 が あ る。

聖典 を読 み，天 父 に祈 り， 主 の教 えに

従 い， 主 の み業 に働 くな ら，・主 に対 す

る知識 と愛 を得 る こ とが で き る。

話し合いを進めるために

1.

2.

3.

復 活 に つい て， 自分 が感 じてい るこ と

を話 す。 家族 に も感 じてい る こ とを話

して も らう。

この メ ッセ ー ジの 中 に， 家族 に読 んで

も らった り，話 し合 った りす る と よい

聖句 や 言葉 は ない だ ろ うか 。

訪 問す る前 に， 家長 と話 し合 って お く

必 要 はな いだ ろ うか。復 活 の教 えに関

して定 員会 指 導者 や監 督 か ら家 長 に あ

て られ た メ ッセ ー ジは ないだ ろ うか。
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ジ
ョン とデ ビ ッ ドは どち ら も9歳 で，

良い友 達 同 士で す。体 の大 きさは ほ

ぼ同 じです が， サ ッカー を始 め る と， ふた

りの大 きな違 い が 出て きます。 ジ ョンは活

発 に動 き回 りますが ， デ ビ ッ ドは離 れ た所

か ら静観 してい る とい う具合 で す。 ジ ョン

は得 点 を入 れ よ う と一生 懸命 で す が， デ ビ

ッ ドには そんな気 が あ りませ ん。 チ ャ ンス

をつか もう とす るところが見 られ な いの で す。

ふ た りの この違 い は，様 々 な面 に は っ き

りと出て き ます 。 ジ ョンは何か 新 しい こ と

に対 して も，熱 意 を持 っ て取 り組 み， それ

を上 手 にや り遂 げよ う とし ます 。 デ ビ ッ ド

の方 は大 体 にお い て悲観 的 な考 えが 強 く，

失敗 す る恐 れの あ る こ とには ほ とん ど手 を

出 そ う とし ませ ん。

子供 が 持?考 えの 中で 一番 大切 な の は・

自分 自身 を どう見 るか とい う点 です。 し っ

か りとした 自尊心 を持 って い る子 供 は， 楽

天 的 を考 え， 自信 ，成 功 への期 待 感 を持 っ

て，世 の 中 を見 ます。 しか し， 自尊心 を持 、

たな い子供 は，1自分 の考 え，能 力 に 自信が

持 てず ヅ、人 生 の中 で遭遇 す る様 々 な場 に対

して非常 に消極 的 にな る傾 向が あ ります。

子供 は皆 ，、自分 は人 々か ら愛 され，能 力

もあ るのだ とい う気 持 ち を持 つ必 要 が あ り

ます。 こう した感 情 が 出て くる と， 自尊 心

14.

幣撚一

一は さ らに高 め られ ますが ，逆 の場 合 は 自尊

心 が な えて しまい ます。

両親 とい え ど も必 ず子供 に 自尊 心 を持 た

せ る ことが で きるわ け では あ りませ ん。 ま

た，子 供 に 自尊心 が な いか らと言 って， そ

れが すべ て 自分 の責任 だ と考 え る必 要 もあ

りませ ん。 しか し，子 供 の 自尊 心 を養 うた

め に， 親 に で きる こ とが あ ります。 そ の中

の幾 つか を挙 げて み ます。

1.子 供 に，人 は神の 霊 の子 で あり ，神

のよ う にな る可 能性 を秘 め てい る こと を教

えて下 さ い 。 自分 が何者 で あ るか を正 し く

理 解 す る こ とに よって， 私 た ち は自分 を愛

す る こ とが で き るよ うに な ります 。私 た ち

は文字 通 り天 父 の霊 の子 で あ り， 一歩 一歩 ，、

神 の よ うな者 とな る可能 性 を持 ってい ます 。

人 は天 父 の姿 に似 せ て造 られ て い る よ う

に，霊 的 に も少 しずつ天 父 に似 た 者 に成長

してい く力 を持 ってい ます 。 この 真理 を，

絶 えず子 供 た ちに教 えて下 さい。 また，神

が私 た ち を御 自身 の子供 として愛 し， 成功

して欲 しい と願 ってお られ る こ とも教 えて

下 さい。

2.弱 点や短所に心を奪われず，前向き

の姿勢で子供に接して下さい。すべての子



嚢灘
供 が ，一 様 に人 か ら好 かれ ，愛 され る資質

を持 ち， 能 力 に恵 まれ て い る とは限 りませ

ん。 しか し，両 親 の接 し方 は， 自分 自身 を

受 け入 れ よ う とす る子供 の気持 ちに大 きな

影 響 を与 え ます。 最近 の こ とです が， 手入

れ の行 き届 い た立 派 な家 に住 む あ る母 親が ，

自分の 子供 の ひ とりを 「ほ ん と うに だ めな

子 」 と言 った そ うで す。 それ もその子 供 が

い る時 に， 客 の前 で言 った そ うです。 その

女 の子 は母 親 の言 葉 を その ま ま信 じて， 自

分 は 「ほん とうにだ め な子 」 と思 い込 み，

それ な りの こと しか しな くな るか も知 れ ま

せ ん。 その危 険性 は十 分 に あ ります。

しか し，幸 い な こ とに，子供 とい うの は，

親 が 口 にす る偽 りの な い積 極 的 な言動 も受

け入 れ る もので す。子 供 た ち に どの ような

欠点 が あ ろ うと も， 自尊 心 を育 む よ うに努

めて下 さい。 目鼻 立 ちが 特 に美 しい わ けで

もない の に， 明 るい笑顔 と性 格 で周 囲 を楽

し くさせ て くれ る女 の子 ， また ， 目が見 え

な くて も，勉 強 が よ くで き， 人気 の あ る男

の子 ， その ような子供 た ちが私 た ちの 周 り

に はい ます。 こ うい う子 供 た ちは大 抵 ，温

かで ，愛 に満 ちた家庭 を持 ってい ます。 そ
あざけ

してそ の両親 た ち は， 嘲 りや哀 れ みで接 す

るの で はな く， 子供 を貴 い ゴ可 能性 を秘 め

た存 在 として受 け入 れ て い ます 。

3.他 の 兄弟 姉妹 と比較 す る ことを避 け ，

子供 た ちの 個々 の能 力 に 目を 向け て下 さい 。

ジ ュデ ィー は両 親 を 困 らせ る よ うな ことは

何 もせ ず， 教会 の集会 に もいつ も出席 して

い ます。 セ ミナ リー の クラ スで も楽 し くや

って い ます。 それ に活 発 で良 い友達 が た く

さん い ます。 と ころが妹 のパ テ ィー はそれ

とは まった く対 照 的 で，両 親 も頭 を悩 ませ

てい ます。 パ テ ィー は教会 へ は行 きたが ら

ず ， いつ も教 師 を困 らせ て い ます。 セ ミナ

リー に登録 は してい ます が， それ も親 か ら

強 く言 わ れ たた めで ， ほ とん ど出席 して い

ませ ん。近 づ い てい く友達 も，教 会 に不活

発 で， 教 えに対 して 批判 的 な子供 た ちで す。

パ テ ィー は， 自分 は どうや って も， 姉 よ

り立派 にな って人 か らよ く思わ れ る ように

はな れな い と思 って い ま したが ，無 意識 の

内 に， 何 か別 の 方法 で認 め られ たい と思 っ

てい ました。 と ころが悪 い こ とに， 両親 は
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●子供の自尊心を養う●

いつ も姉 を模範 に しな さい と言 って， ふ た

りを比 較 し，事 態 をさ らに悪 くして いた の

です 。姉 とは違 う，独 立 した人 格 と して認

めて欲 しい と強 く願 って い たパ テ ィー は，

それ に強 く反発 しま した が， 同時 に， 自分

の行 動 に罪 悪感 を覚 え， 自尊心 を無 くして

い きました。

』この よ うに悪 い結果 につ なが る比較 を し

てい る親 が随 分 い ます。「ど うしてお前 は ジ

ョンみ たい にで きな い んだ」とか， 「サ ン ド

ラだ った らそん な こ とは絶 対 しない わ よ」

な ど と，皆 の前 で意識 的 に言 う親 もい る よ

うです。 無意識 の内 に， そ うい う比較 を し

てい る親 もい る こ とで し ょ う。 しか しいず

れに して も， そ うい った言葉 は大 抵 ，子 供

の耳 には，「お前 は ほか の兄 弟 み たい に可愛

い くもな けれ ば，で き も良 くないね 」 と響

いてい るの です。 普通 ， 親 は良 い模 範 を見

せ よう として比較 をす るの です が， そ の よ

うな比較 は子供 の 自尊心 を壊 して しま う こ

とが多 いの です 。

4.子 供 に成長 の ため の機 会 を与 え， 様

様 な事柄 を 自分 の力 です る よう に励 ま して

下 さい 。子供 が 自信 を持 ち，能 力 を身 に付

け， 自立 で きる よ うに助 け る ことは，親 の

務 め のひ とつ です。 この訓練 は 自然 に， ま

た徐 々に行 な われ てい きます。 これ は子供

が幼 い内か ら始 ま ります。 子供 は何 か 新 し

い こ とを覚 える と， それ を何度 で も して み

たい と思 い ます。 この欲 求 を抑 える と，大

声 を上 げ て不満 を爆 発 させ る こ ともあ りま

す。 ア ンダー ソン姉 妹 の例 を挙 げ ま しょ う。

彼女 は1歳 にな るキ ャサ リンを寝 かせ タ.う

として服 を脱が せ た時 に， 突然 怒 った よ う
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に金切 り声 を立 て られ ま した。最 初 は その

理 由が 分 か りませ ん で した。 で も，後 で気

が付 いた ので すが ， キ ャサ リンが 自分 で や

るの を待 たず に， さっ さ と靴下 を脱 がせ て

し まって いた の です。 それ で， もう一 度 は

か せ直 して， 自分 で脱 がせ る よ うにす る と，
さ げん

キ ャサ リンは よ うや く機嫌 を直 した の です。

驚 くべ き こ とで すが， 人 間 は この よ うに幼

い内 か ら， 自分 に もで き るのだ とい う気 持

ち を持 ちた い と思 う もの な ので す。

何事 につ け過 保 護 な親 とい う もの は， 子

供 に良か れ と思 って それ をす るので すが ，

面 倒 な思 いや 不 自由 な思 い を させ た くない
ろう ば しん

とい うその気 持 ち は無用 の老 婆 心で あ り，

正 しい動機 とは言 え ませ ん。 それ どころか ，

利 己 的 な動 機 に発 して い る こ とさえ よ くあ

ります。 自分が献 身 的 な素晴 ら しい母親 で

あ る こ とを見 せ て， 人 に ほめ られ たい と思

って い る よ うな女 性 は いな いで し ょうか。

無 意識 的 に，後 々子 供 に見捨 て られ る こ と

が ない よ うに と， 自分 は子供 に とって 不可

欠な存 在 だ と思 い込 ませ よ う としてい る父

親 はい ない で し ょ うか。 理 由が ど うあれ，

考 え られ る結末 は同 じです 。 その ような行

ない は， 依頼 心 ， 自己不 信 ，積 極性 や 独創

性， そ して 自尊 心 の欠 如 を もた ら します。

この よう に して両 親 が， 子供 に 自分 で で

きる こ とを させ な いで い る と， 依頼 心 がや

が て誤 っ た安心 感 とな り， 子供 は 自分 が黙

ってい て も親が して くれ る こ とを当然 の権

利 として要 求 す る ように な ります。 そ して

子供 を損 ね て しま う結 果 に なるの で す。

5.子 供が自分は価値ある存在だという

気持ちを高められるようにして下さい。あ



る人 が 次 の よ うな思 い 出話 を して くれ まし

た 。彼 が まだ 小 さな頃 ，配 線 工事 の た め，

ひ と りの電 気 工が 彼 の家 にや って来 ま した。

縁 の下 に配 線 しな けれ ばな らな か うた ので

すが， 狭 い所 で， 大人 が 入 り込 む のは とて

も無理 で した。 それ で その電 気工 は，小 さ

な彼 に， 中 へ入 っ て電 線 を通 して もらえな

いか と頼 み ました。彼 は言 われ た通 りの こ

とをす る と，25セ ン ト硬 貨 を もらい ま した 。

そ して母親 の所 へ言 って誇 らしげ にそ れ を

見 せ ま した。 す る と母親 が こう言 った そ う

です。「25セ ン トも もらった の。多過 ぎ ます

よ。 お じさんの と ころに行 って，10セ ン ト

で十 分 です って 言 って きな さい。」

母親 とす れ ば電気 工 の人 に悪 い と思 った

だ けな ので し ょうが ，子 供 が30年 経 って も

そ の こ とを覚 えて いた とい う事 実 は，見 過

ごし にで きない とて も大 切 な ことで はない

で しょ うか 。

「25セン トとい うの は大変 なお金 よ。 お

じさん は き っ と， あ なたが とって も良 い仕

事 を して くれた と認 めて くれた の ね」 と言

った方 が， ず っ と良か った ので はない で し

ょうか。 また，人 のた め に働 くこ とを教 え，

進 んで人 を助 けた時 の 良い気 持 ち を理解 さ

せ る機 会 にで きた か も知 れ ませ ん。 そ の よ

うに してい た ら，子 供 の 自尊心 に傷 を与 え

るよ うな こ と もな く， 良い結 果 を得 られた

こ とで し ょう。

6.子 供たちと過ごす充実した時問を取

って下さい。理想的には，父親と母親が別

別に，一人一人の子供 と一対一で過ごす時

間を毎日取るようにすることです。子供の

数が多い家庭にとって非常に難しいことで
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あ るゐ は分 か りますが， その労 は十 分 に報

わ れ ます。様 々な用 事 で とて も忙 し く， 家

を留 守 に し勝 ちな親 の 中 には， 高価 な素 晴

ら しい贈 り物 で その償 い を し よう とす る人

が よ くい ます。 しか し，親 が与 え るこ との

で きる最 も素 晴 らしい贈 り物 は 自分 自身 な

の です。

キ ャ ンプ， 釣 り，買 い物 ， ス ポー ヅの観

戦 ，洗 車， 庭 の草 取 り， また， ただ座 って

話 をす るだ けの ことで も，大 切 な意志 の疎

通 の機 会 とす る ことがで き ます。 親が 自分

のた め に時 間 を取 って くれ る時， 子供 は，

「父 さ ん と母 さん はぽ くと一 緒 に いるのが

楽 し6ん だ。 ぼ くの こ と好 きなんだ な」 と

い う気 持 ち にな れ ます。 これ に よって 自尊

心 を強 め る こ とがで きるの です 。

7.訓 練 のた めの 時間 を取 っ て下 さい 。，.

私 たち大人 は時 として， 自分た ち には理解

で き る簡 単 な ことで も，子供 た ち かとは手 め
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●子供の自尊心を養う●

付 け よ うの な い大 変 な仕 事 に な る ことが あ

る とい うこ とを忘 れて しま う場合 が あ りま

す 。女 の子 に 「自分 の部 屋 を きれ い に しな

一さいJと 言 い つ けて， もしそ れ を言い つ け

た時間 内 にで きな い よ うな ら， 不従 順 で 怠

け者 だな ど と考 えて い る母 親 がい るか も知

れ ませ ん。 しか し，子 供 に，す れ ば ど こか ら

手 を付 けてい い のか分 か らない とい う こと

もある のです 。 また， 過 去 の経験 か ら推 し

量 って， どんな に一生 懸命 にや っ て も， 母

親 は満足 して くれ ない と考 えて い るか も知

れ ませ ん。親 と して大 切 な こ とは， 子供 た

ちが 自分 に もで きるの だ とい う気 持 ち が も

て るよ うに，訓練 をす る こ とです。 自分 ひ

とりで 自信 を持 ってで きる よう にな る まで ，

何 回か は一 緒 に して あげ る こ とが 必要 か も

知 れ ませ ん。 言わ れた 仕事 を自分 で こなせ

る とい う気 持 ち は 自尊 心 を強 め て くれ ます。

8.子 供 に ，他 の人 の長 所 を見 つ け， そ

れを ほめ るよ う に教 えて下 さ い。15歳 のキ

ャロル は，他 の人 の 良 い点 をほ め る とい う

こ とを全 然知 らな い よ うで す。彼 女 に言 わ

せ る と， 教師 は「無能 」， 隣 の家 の子供 た ち

は 「魔女 」 で，両 親 は 「私 の言 う こ とを何

も聞い て くれ ない」し， 「何 も理解 して い な

い」と言 うので す。 彼女 は話 の中 で 「ばか 」

「まぬ け」 「つ ま らな い人 」とい った言 葉 を

よ く使 い ます。 こ うした否 定的 な態度 が あ

るた め， ほか の子供 た ちは彼女 に寄 り付 こ

う とせ ず， 友達 もひ と りもい ませ ん。

キ ャ戸ル は 自分 を どう思 って い るので し

ょうか。他 の人 や 周 囲 の世 界 に対 す る否 定

的 な考 え方 は，彼 女 が 自分 自身 に対 して抱

い てい る貧 しい 自己観 の反映 な のか も知 れ
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ませ ん。 また，彼 女 は そ の言葉遣 いや もの

の考 え方 の貧 しさゆ えに批 判 や拒絶 を受 け，

前 か ら持 って いた劣 等感 を さ らに募 らせ て

い るの で す。

9.子 供 た ちに ，自 分 の長 所を 見つ け ，

力 の足 りな い とこ ろを く よく よ考 え る こと

の ない よ うに教 え て下 さ い。 ドンの右 腕 は

生 まれつ き不 自由で， ほ とん ど使 う こ とが

で き ませ んで した。 です か ら， 自分 を哀 れ

んだ り， 腕 を使 わ ない とで きない活 動 に参

加 しなか った りして も， 何 の不 思議 もなか

っ たの です。 しか し，彼 は決 して それ を障

害 とは考 え ませ ん で した。 もし， だれ かが

そ の障害 の こ とを言 って も，彼 は大 ま じめ

に こ う言 うで し ょう。 「障 害 っ て，何 の こ

と。」ドンは ゴル フ もす れ ば，野 球 ，バ スケ

ッ トもや ります。 しか も人 にひ け を取 りま

せ ん。 彼 の右腕 が 気 にな るの は， 普通 は初

対 面 の時 だ けです 。1度 彼 を知 る よ うにな

る と， そん な こ とは まった く忘 れ て し まう

ので す。彼 は高等 学校 で生 徒 会 の役 員 を し，

友 達 も大勢 い ます。 ドンの両 親 も彼 の障 害

の こ とで 思 い悩 んだ りす る こ とは な く， ド

ンが様 々 な事 柄 に う ま く対処 して い くよう

に と期待 してい ます。 そ して， 彼 は 自分の

能 力 を用 い て両親 の期待 に応 え る こ とによ

って， 自信 と自尊心 を得 てい るの です 。

自信 を持 つ とい うこ とは非常 に健 全 な こ

とです 。見 せか けの謙遜 さ には何 の力 もあ

りませ ん。 自分 自身 と自分 が してい る こ と

を高 く評 価 して いる子 供 は，確 か な 自尊心

を持 って い る ようで す。

子供 に 自分 の長 所 を見 いだ す よ うに教 え

る には， それ を模 範 で示 す のが一 番 です 。



親 が 自分 の問違 い を認 め，時 に は正直 に「今

度 は父 さんが 間違 って た」 と言 え る よ うに

な った と した ら， それ は素晴 ら しい こ とで

す。 その よ うな率 直 さが ，親 自身の 自尊 心

や ，子 供 の親 に対 す る イメ ー ジを低 め る こ

とは あ りませ ん。 子供 も，大人 で も間違 う

こ とが あ る とい う こ とを知 って お く必 要 が

あ ります。何 か失敗 を して も， あ ま りその

こ とに こだわ らな い よ うに して下 さい。 そ

うす れ ば子供 たち に も， 自分 の足 りない と

ころに あ ま り心 を奪 わ れ ない ように教 える

こ とが で き ます。同 じ よ うに，「万事 順 調 に

い った し，私 は 自分 の や り方が 良 か った と

思 って るJと 親 が 自分 の行 動 を率直 に認 め

る な ら， 子供 た ち も自分 の努 力 を積 極 的 に

評 価 す る よ うにな り， 自尊心 を強 めて い く

こ とで し ょ う。

10.子 供 た ちへ の 愛を ，言 葉 と体 で示 し

て 下 さい 。ある人 に とって は，π愛 して る よ」

と言 うの は， とて も難 しい こ との よ うです。

夫 婦 同士 の間 で もそ うで すが ，子 供 に対 し

て もそ うだ とい う人 が い ます 。 そ んな こと

は とて も気恥 ず か し くて言 え ない とい うの

か も知 れ ませ ん。 また， そ んな こ とを言 っ

た ら， 子供 が どんな反 応 をす るか ， 心配 し

て い るの か も知 れ ませ ん。

しか し， 愛 され て い る と感 じる こ とほ ど，

自尊心 を養 う上 で 力 に な る もの は ほか にな

い の では ない で し ょうか。 私 た ちは往 々 に

して， 子供 た ち は 自分 が愛 して い る こ とを

知 っ てい るだ ろ う と考 え勝 ちです が ，優 し
ほお

く抱 いてや った り，頬 に キス を した り，「愛

して る よ」 と言 った りす る こ とで ，信 じ ら

れ な いほ どに， 子供 たち との絆 を強 め，彼
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らの 自尊 心 を強 める ことが で きます。

人 生 への 備 え をさせ る た めに子供 た ちの

自尊 心 を養 いた い と思 うな ら， 自分 は人 々

に愛 され る存 在 で， 能 力が あ るのだ とい う

気 持 ち を感 じさせ る よ うに しな けれ ばな り

ませ ん。 私 た ちが親 として ，以上10項 目に

わた る提 案 を真 剣 に， また 一貫 した態度 で

実 践 す るな ら， 子供 た ちの行 ない は さらに

良 くな り，確 実 に 自尊心 を強 めて い くこ と

で し ょう。

話し合いのために

この記事 を読 んで か ら，以 下 の点 につ い

て考 え てみ る と よい で し ょ う。

1.し っか りと した 自尊 心 を築 く上 で， 自

分 は人 々 か ら愛 され る存在 であ り，力

もある のだ とい う気 持 ち を持 つ ことが

非 常 に大切 だ とされ て い るが ， それ は

なぜ だ ろ うか 。

2.人 と神 との関係 につ い ての福 音の教 え

は 自尊 心 を養 う上 で どう役 立 っだ ろう

か 。

3。

4.

自分の 子供 一人 一 人 を考 え てみ て，何

か 自尊 心 の欠 如 を示 してい る ような と

ころ はな いだ ろ うか。 この記事 の 中に，

子供 た ちが 自信 を持 て るよ うに助 け る

上 で，役 に立 つ提 案が 何か な いだ ろ う

か。

あ なた 自身 の 自尊 心 は ど うだ ろ うか。

自己評 価 をす る と よい。 この記事 の 中

に， あ なた 自身の 自分 に対 す るイ メー

ジ を高 め る上 で役 に立 つ提 案 はないだ

ろ うか。
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禽
校3年 生 の ある時， 私 は祖 父 が 自分

に会 いたが って い る とい う気持 ち を

強 く感 じま した。 それで， 学 校が 終 わ って

か ら， ロ ッカー か ら ノー トを1冊 取 り出 し

て， お じの家 へ行 き ました。 祖 父 は祖 母 が

死 んで か らず っ とお じの家 で世話 にな って

い ました。

私が 訪ね る と， 祖父 はベ ッ ドか ら体 を起

こし，「レイ，お 入 り。お前 の来 る の を待 っ

て いた ん だ よ」 と行 って， 迎 え入 れ て くれ

ま した。

祖 父 は私 に 自分 の家 族 の歴 史 を話 したか

った ので す。 私 は祖 父 の話 を書 き留 め る こ

とに しま した 。 そ して， なぜ ノー トを持 っ
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て きた のか ， その理 由が分 か りま した。 そ

れ か ら， 祖 父 は4代 前 か らの家 族 の歴 史 を

一人 一人 の名 前
，重 要 な 日付 や場所 ， エ ピ

ソー ドな どを交 えなが ら話 し ました。 話 を

終 え る と，祖 父 は私 の肩 に手 を置 き， 静 か

に こう言 い ま、した。「レイ，私 の話 を書い た

この ノー トを大 切 に しまって お いて 却 くれ。

いつか これが必 要 にな る時が 来 る。 その 時

が来 た ら， お前 は私 の声 を聞 い て，今 こそ

その時 だ と墨 い， 私 の この願 い の埋 由が 分

か る よ うにな るだ ろ う。」
まな ざ

私 は祖 父の 真剣 な 眼 差 しを見詰 めなが ら，

心 に温 か い もの を感 じま した 。私 はなぜ そ

れ を書、い て， しま ってお くのか理 由 は分 か

りませ ん で したが ，祖 父 の言 った通 りにす

る と約 束 しま した。祖 父 が死 んだ の は， そ

の2週 問後 の こ とで した 。

何年 か経 ち，私 は ミズー リ州 に あ るア メ

リカ空 軍 レー ダ ー技術 者 養成 校 に籍 を置 い

て勉 強 して い ま し た。 私 の 教 官 に ノ ー マ

ン ・M・ へ一 ル と賊 う人 が いて ，末 日聖 徒

イエ ス ・キ リス ト教 会 の会員 だ とい う こ と

で した。 その夜 ，ベ ッ ドに横 た わ った私 の

頭 か らは昼間 の教 官 との話 が離 れ ませ んで

した 。私 はベ ッ ドを出 て，服 を着替 え， 教

官 室 へ行 きま した。 時刻 は夜 の12時 を過 ぎ

て い ま した。 教 官室 の ドアを ノ ック し， 私

は 「モ ルモ ン教会 の こ とで ， お話 を した い

ので すが 」 と言 い ました。

ノー マ、ン，・ヘ イ ル とそ の同室 者 はか つ て

宣教 師 として同 僚 を組 ん で働 いた経 験 を持

っ てい ました。 ふ た りは その夜 ，私 のた め

に話 をす る時間 を取 って くれ ま した。 彼 ら

の話 が神 殿 ，系 図活 動 ，死 者 のた め の身代

わ りの業 に及 んだ 時，私 の耳 にひ とつの声

が聞 こ えて き ました。 そ れは祖 父 の声 で ，

あ の時託 した神 聖 な責任 を再 び私 に告 げた
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の です。 胸 の 中 に何 か 熱 硲 ものが広 が り，

私 は 自分が 今 聞 いて い るの ぽ真 実 の教 えで

ある とい うこ とが 分 か りました。私 はその

翌週 か ら末 日聖 徒 た ちが集 う教 会 に 出席 し，

1954年 の10月 にバ プ テス マ を受 け ま した。

しか し両 親 は私 のバ プテ スマ を喜 んで は

くれ ませ んで した。 父親 は私 に モル モ ン教

会 の教 えを 自分 に話 す こ とば一切 しない と

まで約 束 させ る始 末 で した。・

そ れか ら10年 の歳 月が経 ち ま した が， そ

の間， 私 は あ る若 い女 性 と知 り合 い， 彼女

に福音 を教 えて ，改 宗 させ， アイ ダホ神殿

で結婚 し ました。 私 た ち夫婦 はず っ と教会

に活発 に集 って い ま したが， 父親 との約束

は守 り通 し， 教会 の こ とはひ と言 も話 し ま

せ んで した。

あ る時 ，父 が こう言 って きま した。「お 前

は教会 の こ とは一切 口に しな い積 も りでい

るん だ ろ うね 。」私 た ち夫 婦 に はそ の言葉 の

意 味 が分 か りま した。

そ して ，「いや ，そん な積 も りで はな い よ」

と答 えたの です 。

す る と父 が，「それ じ ゃ，聞 きた い こ とが

ふた つ ほ どあ るん だが ，答 えて くれ るかい」

と言 って き ま した。

父 の質 問 を聞 くと， 父 な りに教会 の こ と

を真 剣 に考 えてい た こ とが よ く分 か りまし

た。私 はひ と通 り質 問 に答 える と，父が もっ

1と知 りたが ってい る ことは分 か って い まし

たが ， そ れ以上 の こ とは話 し ませ んで した。

す る と， 父 が もどか しそ う に言 い ま した。

「ほか に も.っと話 す 』こ とはな いの か。」

私 は1「そん な ことは ないで す け ど」 と言

ってか ら， だ いぶ 間 を置V、}で，1また話 し始

め ました。「父 さん も福 音 の ことを大 部考 え

て い たみ たい です ね 。い つ も近 くに いる私

が教 会 の こ とを教 えるの は何 です か ら， 良
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臨

か った ら， 教会 の ふ た りの青年 を紹 介 し ま

す よ。 彼 らな ，ら父 さ んの質 問 に よ く答 えて

くれ る し， 福音 につ いて も教 え て くれ ます

よ。」

「レイ
， そ の素晴 らしいふ た りの若 者 と

や らにつ いて は，私 も聞 いて い る。1分 問

こっちの質 問 に答 える と， 次 の1分 でバ プ

テ スマヘ持 って い くとい うこ と もだ。」

「分か りま した
。 それ じゃあ， 彼 らに約

束 させ ます よ。彼 らは教会 の こ とを教 え る

だ けで， もし父 さん にバ プ テス マ を受 け さ

せ よ う とい う素振 りを少 しで も見 せ た ら，

出 て行 って もら うよ うに します。 もし， 邪

魔 でなか った ら， 私 も一 緒 に その話 し合 い

に出て， 彼 らに約 束 を守 るよ うに させ て も

い いで す よ。」

す る と父が 「分 か った。で も私 にバ プ テ

スマ を どうの こ うの と言 った ら， す ぐに家

か ら出 て行 って も らう」 と言 った ので， 私

は必 ず そ うす る と約 束 しま した。

次 の 火曜 日の夜 ，・私 は両親 と一緒 に， 宣

教 師 の レ ッス ンを聞 き ました。 父 の 口か ら

宣教 師 の話 は みな もっ と もな ことで，信 じ

られ る と聞 か され た時 は， 喜ぶ と共 に， ち

ょっ と驚 き も しま した。 父 と母 は2度 目の

レ ッス ン も受 け ま した が， そ の レ ッス ンが

すん だ時宣教 師 た ちが ， しな い と約 束 して

いた ことを したの です。 しか し， それ は み

た まが彼 らにさ さや いた か らで した。 宣教

師 た ち は父 にバ プテ スマ をチ ャレ ンジ し ま

した。 そ して私 が何 も言 わな い内 に， 父 が

「受 け ます」・と答 えたの です
。 母 の答 え も

同 じで した。 それ か ら，次 の週 の 約束 の 時

間が 決 め られ ました。

その約束 の 日の 日曜 日， 私 の弟 か ら電話

が あ りま した 。弟 は涙 で 声 を詰 ま らせな が

ら こう言い ま した。「兄 さん ……。父 さ んが
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死 んだ よ……交 通事 故 で …… 」私 は泣 き ま

した。 良 き友 で あ り， 相談 相 手 の父 が突 然

死 んで し まった ので す。

それ か ら1年 後 ，私 た ち は神殿 へ行 き，

父 の身代 わ りの儀 式 を受 け ま した。 父 の身

代 わ りと して儀 式 を受 けて い る間， 自分 は

父 が望 ん でい る ことを して い るのだ とい う

良 い思 い を常 に感 じてい ま した 。

結 び固 めの 部屋 で ，父 と祖 父母 の結 び固

めの儀 式 を受 ける時 ，私 は聖 壇 の所 にひ ざ

まず きな が ら，心 に熱 い もの を感 じま した。

父 が霊 の体 で そ こにい るのが 分 か った ので

す。神殿 長 の顔 を見 る と，彼 の 目に も涙 が

光 ってい ました。 そ して私 に こう言 い ま し

た。「ネ ル ソ ン兄弟 ，あ なた の お父 さ んに つ

いて話 して いた だ け ませ んか。」私 は父 を愛

し， とて も親 し く思 ってい た ことを話 し始

め ま した。 と ころが 神殿 長 が私 の言 葉 をさ

え ぎ って，「い や，そ うい う こ とで は な くて

・あ なた のお 父 さん の外見 です よ」 と言

うの です 。 それ で私 は父 親 の顔 か た ち を説

明 し ま した。 そ うす る と，神 殿 長 の顔 に優

しいほ ほ えみが 浮 か び ま した。

その結 び固 めの儀 式 を終 えた後 で， 神殿

長 は私 ひ とりを残 して， ほか の人 に少 しの

間， 部屋 を出 て くれ る よ うに と頼 み ま した。

彼 は私 の手 を取 り， その部 屋 の傍 らへ連 れ

て行 き， 隣合 って座 らせ ました。 そ の時私

た ちの 目 には涙 が あふ れ， その部 屋 は熱 い

思 いが一 杯 に あふ れ てい るか の よ うで した。

神殿 長 が尋 ね て き ました。「お気 付 きで した

か。」私 は 「はい」 と静 か に答 え ました。

神 殿長 が 言葉 を続 け ま した 。「あな たの お

父 さ んが， あ なた の ち ょ うど後 ろの所 に立

って い らっ し ゃい ました よ。」

私 の 目に は もう一度 ， 喜 びの涙 が あふ れ

出 て き ま した。



集
会 が終 わ って も， ワ}ド 部 の会 員た

ち は まだ教 会 にいて話 を したが って

い る よ うで した。特 に大 人 た ち は， キテ ィ

ーの 所 へ入 れ替 わ り立 ち替 わ りや って来 て ，

新 しい 責任 が与 え られ た ことに祝福 の 言葉

を言 ってい ました。 で もキテ ィー は， で き

るだ け早 くその場 を逃 げ 出 したい思 いで し

た。

そ して， 母親 を待 た ず に，教 会員 に会 う

ことが な い よ うに と，教 会 の裏 口 か らそ っ

と抜 け出 しま した。

家 に着 い て， キテ ィー は父親 に気 付 かれ

ない よ うに，2階 の 自分の 部屋 へ上 が ろ う

とし ましたが， 日曜 版 の新 聞 を持 っ た父親

が小 さな部 屋 か らぬ っ と現 われ ま した 。 キ

テ ィー と父 親 は その部 屋 を 「隠れ家 」 と呼

んで い ま した。 ホー ムテ ィー チ ャーや 監督 ，

それ にほ か に も教会 員 た ちが来 た時 に，父

は よ くその部屋 に 姿 を隠 した ので す。 実際

キテ ィー は， 父 は出入 りす る教 会 員 た ちを

うま くか わ すな と思 った こ とが何 度 もあ り

ます。 特 に宣教 師 に対 して はそ うで した。

それ だ けに なお さ ら， その 日は感 情 が爆発

す る前 に， 父親 の前 か ら姿 を消 した か った

ので す。

「キ テ ィー， き ょうは どうだ った 。母 さ

んか ら聞 い た け ど， クイー ン ビー とか何 と

か にな った んだ ってね。」

「何言 って るの よ， それ を言 うな らビー

ハ イブ の クラ ス会 長 よ。 クイー ンビーな ん

か じゃない の。 何 も分 か っち ゃい ない んだ

か ら。 どうで もい い け ど，私 その こ とで は

何 も話 した くない の。」

部屋 に入 る と， キテ ィー はベ ッ ドの上 に

身 を投 げ出 しま した。 熱い涙 が込 み上 げて

きま した。 と ころが す ぐに，庭 の方 か ら何

か聞 き慣 れ た声 が響 い て き ました。

「キテ ィー い るの。 ね え， キ ティー った

ら。」

窓 か らの ぞ く と案 の 定，「い とこのタ ミー

で した。 玄 関 の所 の ブラ ン コに乗 って，大

声 で叫 ん でい ます。

「タ ミー き ょうは遊 べ ない の よ。 分 か っ

た?き ょ うはだ め よ。」で もタ ミー は，大 き

な手 で ブ ラ ン コの綱 を しっか りつ か み，ず

ん ぐ りした足 で楽 し そ うに ブラ ンコ を前 へ

後 ろへ と こぎな が ら， キテ ィー を呼 び続 け

ま した。怒 った キテ ィー は音 を たて て階段

を降 りて い き，玄 関 の ドア を勢 い よ く開 け

ました。

「タ ミー
， だ めだ って 言 った で し ょ。帰

んな さい。 家 へ帰 るの よ。」涙 をポ ロポロ こ

ぽ しなが ら， キテ ィー は庭 へ 降 りて い きま

した 。 そ して，振 り向 くと，何 が何 だ か分

か らな い とい う顔 を した タ ミーが， 涙 に に

じんで見 え ました・ 家 の中 へ戻 る よ りも，
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●私の詩聞

そ ごか ら逃 げ出 した い気持 ちで一 杯 で した。

す る と，父親 が 出て きて， タ ミーの肩 に手

を回 し， 何 かそ っ と話 しか け，家 へ帰 らせ

ました。 キ テ ィー は向 きを変 えて，納 屋 の

方へ駆 けて い き ました。

それ は外 か ら見 る と納屋 の よ うで すが ，

中へ入 る とそん な感 じは全 然 し ませ ん。 キ

テ ィー の母 親 は その 片側 の方 を， 素晴 らし

い天窓 を付 けた ア トリエ に し，西 側 の壁 に

は絵 を飾 ってい ました。 どれ も とて も手放

す気 にはな れな い作 品で した。 そ して父 親

もこの建 物 の中 に，杉 の削 り くずや ， ニス

の臭 いがす る， こぎれ いな作 業場 を構 えて

い ました。 で も， キテ ィー に とっ ては何 と

い って も， 自分 の屋根 裏 部屋 が最 高 で した。

そん な素晴 らしい部屋 を 自分 の物 に してい

る人 はだれ もい な い と思 ってい ました。 小

さい頃 は この部屋 で ま まご と遊 び を した り，

お とぎ話 を読 ん だ りし ました。 日記 を書 い[

た り， 一番 の友達 と秘 密 の話 をす るの もそ

の部屋 で した。 また， 自分 ひ と りに

な って，羽 を伸 ばす時 もあ りま した。

で も， き ょうば か りは その屋根 裏 部屋 も，

自分 を歓 迎.して くれて いな い よ うな気 が し

ました。父親 が表 面 を削 り直 して くれ た机

を見 る と，長 い 間書 か ない でい た 日記 や，

1日 で 読 も う と固 い 決 心 を した 古 ぼ けた

、「ドン ・キホー テ」 の本 が置 い て あ りまし

た5壁 に寄 って ，額 に入 った写 真 を見 まし

た。rそごには4人 のやせ こけた 少女 が ，濡

れた ほづれ髪 を首 にか か らせて ， それ ぞれ

年 トロ スィー を手 に し， プール の側 に立 っ

てい る姿が写 うて い ま した。 写 真 の下 の方

には，'イン クで 「か えるの子 初勝 利 」 と書

かれ てい ま した 。

ぞの時， だれ かが 納屋 に入 って き ま した 。

大 きな音 をた てて， い か に も， 入 って きた
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ぞ と言 っ.てい るよ うに聞 こえ ま した。 それ

か ら， ほ う きの柄 で そ の部 屋 へ と通 じるは

しごを遠慮 が ち に叩 く音 が しま した。 キテ

ィー の父親 は，娘 の許 しが な けれ ば，決 し

て そ こには入 りませ ん で した。

「キ テ ィー
，父 さんだ け ど，上 が ってい

って もいい かな。」

「この こ とは私 ひ と りで考 えた いの
。 ご

め んな さい ……， ひ と りにな りた いの よ。」

そ して キテ ィー は 口 をつ ぐみ ま した。妹 の

ジ ェニ ーが母 親 に何 で も相談 して いた よう

に， キ テ ィー はい つ もい ろい ろな こ とにつ

い て父親 と話 を してい ました。 で も， この

日の こ とだ け は話 すわ け にはい か なか った

の です。



父 親 の声 が キテ ィー の耳 に飛 び込 ん で き

ました。、
「キ テ ィー聞 い てるか い

。 父 さ んの声 が

聞 こえ るか。」

「聞 こ えて るわ
。」

「よ し。 お まえの部 屋 に無理 に入 り込 む

よ うな こ とは した くない け ど， とに か く話

を したい んだ。 上 が って い って もい いだ ろ

う。」

「お 父 さん に話せ る こ とじゃな い の よ
。

話 して も分 か らな い こ となの よ。」

「それ じ ゃ
， 分 か らせ て くれ 。上 が っ て

もいい ね。」

キテ ィー は， 自分 が答 えな けれ ば，父 親

は夜 にな る まで で もそ こにいて ，同 じ こと

を言 い続 ける こ とを知 って い ま した 。 それ

で扉 を開 けて， こう言 い ました。 「ど うぞ。

で もお父 さん に話 した って解決 で きるか ど

うか分 か らない わ。」そ して小 さな ソフ ァー

に腰 をお ろ し ました。

「それ は私 に も分か らないの よ
。」父親 も

そ う言 う と，今 に も壊 れ そ うな古 い揺 り椅

子 に座 り， 腕 を組 んで， ため息 をつ き まし

た。

しば ら くの間 ， ふた り とも何 も しゃべ り

ませ んで した。 キ テ ィー は，父親 とふ た り

き りで何 も話 さず， そ うしてい る時 の雰 囲

気が とて も好 きで した。 こんな 素敵 な沈 黙

が あ る ことは ほかの だれ も知 らない だ ろ う

と思 って い ま した。 そ して， 結婚 相手 は，

こうい う沈黙 の素 晴 らし さを共 に分 か ち合

え る人 に しよ う と心 に決 め てい ました。r

父親 の 方が 口 を開 きま した。

「教 会 の こ と じゃない のか い
。」

キ テ ィー は た め らい の色 を見 せ て， 「い

や ，教 会 に は直 接 関係 な い こ となん だ け ど

一」 と言 葉 を濁 しま した
。
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「は っ き り言 い な さい
。教 会 の こ とな ん

だ ろ。」

「そ う よ
。」 ・

「信 仰 の ない父 さん に
， 教会 の ことで悪

い こ とは 言い た くな い， だか ら黙 って るん

だ ろ う， そ う じゃな いの か。」

「お 父 さん
， 前 に も言 った け ど， だれ も

お父 さん の こ と無神 論者 だ な んて思 ってな

い わ よ。」

「本 当か ね
。」

「本 当 よ
。」父 親 は 口元 にかす か に笑 み を

浮 か べ なが ら， 少 し椅子 を揺 す .りま した。

「キ テ ィー
，私 は母 さん と結婚 してか ら

もう16年 ，お 前 とは13年 ， ジ ェニー とは11

年 の付 き合 いだ。 監督 を2回 も務 め てい る

お前 のお じさん のケ ン とは兄弟 として仲 良

くや って きて い る。 お前 た ちの教会 が人 々

の た めに して い る素晴 ら しい こ とを，父 さ

んが 知 らない とで も思 って るのか い。人 間

は完 全 じゃな い。 だか ら どん な時 だ って問

題 は ある。 父 さ んだ って その くらいの こと

は知 って い る積 も りだ よ。」

ふ た りの 間 に また沈黙 が あ りま した。 で

もキ テ ィー に とって気詰 ま りな沈黙 で した。

今 度 は自分 が 口 を開 か な けれ ばな らない番

だ った か らです 。

「私 に はで きな いの よ
。 そ んな に何 もか

もや れ って 言わ れ て も無 理 なの よ。」キテ ィ

ーの 声 は
， 自分 でも 驚 くほ ど大 きい声 で し

た。「お父 さ ん，私 は13歳 よ。勉 強 も しっか

りや って ，学校 のオ ー ケス トラに残 れ る よ

うにチ ェ ロの練 習 も して ， それ に，水泳 の

チー ム に も残 って， 時間 を取 ってタ ミーが

障 害者 の オ リン ピック に出 られ る ように助

けて あげ て。 そ の上 ， 菜 園で働 いて， 日記

を付 け るの よ。 そ うす るよ うに期待 され て

い るか らよ。 で も誤 解 しない で欲 しい け ど，
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●私の侍聞

私 は そ うい った こ とが みん な好 きよ。外 国

語 を勉 強 しな さい と言 われ たか ら， 今年 は

スペ イ ン語 の勉 強 も始 めた わ。 それ か ら出

るべ き集会 には必ず 出 る よ うに， 困 って る

人 を助 ける よ うに， ワー ド部 のすべ ての活

動 に参 加 す る ように， 家族 同士 し っか り結

び合 うよ うに とい ろい ろ言 わ れ て きたわ。

その上 き ょうは ビーハ イ ブ の クラス会 長 の

責任 ， これ で また出 な くち ゃな らな い集会

が増 えたの よ。

お父 さ ん，私 ，言 われ た こ とはみ ん な し

たわ。 実際 や って る積 も り。 言 われ て みれ

ば全 部正 しい ことだ し， 問違 った こと じゃ

ない わ。 で も， 私 は13歳 よ。 自分 の時 間 を

全 部 そ うい う ことに使 い切 る なん てで きな

いわ。 まだ子供 よ。 それ に， そ うい う荷 物

が増 えて くるか ら，今 に学 校 の方 も大変 に

な って くるわ。 高校 出た ら大学 ，大 学 を出

た ら仕事 ， そ して結婚 ，子 供 の世話 。 私 が

お ば あち ゃん にな る まで続 くの よ， こうい

う ことが 。神殿 で揺 り椅子 に座 って るお ば

あち ゃんた ちみ たい に な るまで。」キテ ィー

はそ こ まで言 う と， ソフ ァー の ク ッ シ ョン

に顔 を埋 める よ うに， 身 を投 げ出 し ました。

「責任 を よ く果 たせ ば果 たす ほ ど、 大 き

な責任 を与 え られ る んだね。 そ うい う こ と

だ ろう。」

キテ ィーは ク ッシ ョンに顔 を埋 めた まま

何 か 言い ましたが， 父親 の耳 には聞 き取 れ

ませ んで した。

「それ で急 いで すれ ば す るほ ど，遅 れ て

くる とい うわ けだ 。」

キテ ィーが また ク ッシ ョンの中 か ら， う

な る よ うな声 で何 か 言い ました。

「お前 と して は
，何 で もきち ん とや りた

い け ど， 何 ひ とつ 自分が 望 む ような完 全 な

結果 が 出て こない よ うに思 え るんだ ろ う。」
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キテ ィー は顔 を向 け直 し，父親 を じっ と

見 詰 め ま した。

キ テ ィー の父 親 は前 に何 度か ， 自分 は あ

のヘ ン リー ・デ ビ ッ ド・ソー ロー*に 似 た と

ころが あ って， 窮屈 な生活 には耐 え られ な

い と言 った こ とが あ りま した。 彼 は仕 事 は

一生 懸 命 して
， 家 や庭 の手 入 れ も良 くし ま

した。 で も， そ こか ら先 に進 ん で，何 か の

組織 に加 わ る とい う ような ことは し ませ ん

で した。妻 や 娘 た ちが して い る多 くの事柄

に は，手 を出 そ う としませ んで した 。 キテ

ィー に は， そ んな父親 が ど うして 自分 の思

って い る こ とを言 い当 て る こ とがで きたの

か不 思議 で な りませ ん で した。

また， 沈 黙 の時 問が過 ぎて い き ました。

そ して，キテ ィーが こ う言 った の です。「お

母 さ んは， 責任 の こ と一 体 ど うして るの か

し ら。」

「そ うだ よキ テ ィー
， この 問題 の解 決法

は母 さん に聞 か な くち ゃ。 母 さんな ら答 え

て くれ る よ… …」

「で も
， お 父 さん。 お母 さん は確 か に何

で もや って るわ。 み ん な もいつ もお母 さん

の こ とほめ るわ。『あな たの お母 さんは，ど

んな風 に して それ をす るの。 あな た の お母

さ んのや り方 教 え て』って。」キテ ィー は 自

分 にそ う聞 い て きた人 た ちの声 色 を使 って

話 し ま した。「私 は お母 さ んみた い に きち ん

とで きそ うに もな い し， とて もあ ん なに は

な れ ないわ。 そ う しよ う とも思 わ な い。 い

つ もみん なに聞 か れ るけ ど，私 は知 らな い

の よ。 お母 さんが どうや って るの が何 も知

らな いの よ。」

「母 さん に聞い た ことは あ るの か い。」

rで も答 えは分 か って るわ。 『ベ ス トを尽

くしな さい』 とか 『予 定 を立 て るの よ』 と

か 何 とか 言 うだ け よ。 き っ とそ んな こ とお



母 さ んに は簡 単 な こ とな の よ。」

「も しそ うだ と した ら
， ど うして私 が お

前 の心 の 中の考 えや， さっ き言 った よ うな

こ とをすべ て知 って いる と思 うん だ い。」

「それ じゃ あ
，教 えて よ。 どうい う風 に

や った らい いの 。」キ テ ィー は ソ フ ァー の上

に座 り直 して，腕 組 み を し ました。「お母 さ

ん は全部 や っ て るわ。 どう した らそ うで き

るの か教 えて。」

「な る ほ ど
， お母 さん は全 部 や って るの

か。 全部 ね。」突 然父 親 は揺 り椅 子か ら立 ち

上 が り， 屋根 裏 部屋 か らは しごを降 りてい

きま した 。 そ う してい る内 に今 度 は作 業 場

とア トリエ の間 の物 置 き部屋 か ら， 何 か を

捜 す音 が 聞 こえて き ま した。

「お父 さん
，何 や って るの。 どう した っ

てい うの よ。」

「ち ょっ と待 っ てな さい。 確 か このへ ん

に あ った んだ が …… 」 と低 い声 の返事 が 帰

逡
　

中で や めな くち ゃ

な らな い こ ともあ

るだ ろう し，続 けて い く

こ ともあ るだ ろ う。妥 協

しな くち ゃな らな い こ と

もあ る。時 には ，ひ とつ

の こ とか ら別 の こ とへ移

って い くこ とも ある 。で

もそれ は ，お前 が 自分 は

何 を学 ぶ べ きか を理 解 で

きる よ うにな ったか らだ

し， 自分 が与 え るべ き最

も大切 な も のを与 え られ

てき たか らなん だ。
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って き ました。 そ れか ら， トラ ンクのふ た

を開 け閉 め したか と思 う と，手 に何 か を持

っ て は しごを駆 け上 が って き まし●た。

「こっ ちの明 るい方 へ来 て ご らん
。」キテ

ィー も窓 際 の方 へ寄 りました。「これ を覚 え

て い るかい。」

それ は 白い布 地 の よ うで した。 キテ ィー

が手 に取 って みる と，小 さな レー スの ドレ

スで した。 た くさんの ひだ や縁 ど りが ある

真 白な ドレスで ，腰 の ところ には青 と赤 の

模 様 が付 い てい ま した。 とて もきれ いな物

で， それ が 自分 の物 で あ った こ.とをキテ ィ
ー は覚 えて い ま した

。

父親 が優 しい 声で 言 い ま した。「お前 は ま

るで天 使 の よ うだ った よ。 あの頃 は髪 が ブ

ロ ン ドだ ったね。 この服 を着 て ， 白の靴 と

靴 下 を はい て，確 か ，赤 と青 の ス トライ プ 、
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だ ったな， 服 の模様 にぴ った りなんだ 。 プ

ライ マ リーの復 活祭 の発 表 の時 だ っ た よ。

お前 は一番 前 の所 に真 直 ぐに立 って， ひ と

言 も間違 えない で歌 った んだ よ。 た った3

歳 の時 にだ よ。父 さん は後 ろの方 に座 って

い たんだ が， お前 が 『神 の子 で す』 と歌 っ

た時 には涙 が出 て きて， きま り悪 くて し ょ

うがな か った。 で も両 隣 を見 た ら， や っぱ

り男 の人 が泣 い た り，鼻 をすす りあ げた り

して るんだ 。母 さん はお前 と， そ の服 に と

て も満足 そ うな様 子 だ った 。確 か， 母 さ ん

は フ ィル ム1本 分， お前 の 姿 を写真 に撮 っ

てい た よ。 今 で も どこか にあ る はずだ よ。」

キ テ ィー はそ の ドレスを もっ と近 づ けて見

ました。母 が丹 精込 めた一 針一 針 の縫 い 目

が見 えま した。

「これ
， お母 さんが作 って くれ た の。」父

親が うなず き ました。「で も，お母 さん，今

は全 然裁縫 しな いわ ね。」

「そ うだね
。母 さん も，何 もか も全部 を

したわ け じゃな い。 家族 の ため に縫 い物 を

す るの が好 きだ った け ど，で も， あ る時 と

う とう言 った よ。縫 い物 を して る と時問 が

か か って，.ほか の ことが で きない って ね。J

父 親 はキ テ ィーの手 か らその ドレス を取 っ

て，丁寧 にた たみ始 め ました。

「で も， お母 さん，絵 はや めな か った で

し ょう。」

「そ りゃ そ うさ
。 絵 は母 さんの 息抜 きだ

か らね。母 さん に とって絵 は泉の ような も

の さ。の どの 渇 き をいや すた め に人 が寄 っ

て くる泉 の よ うな ものだ った ん だ よ。 母 さ

ん も満 た され る必 要 が あ った ん だ。 で な け

れ ば，人 に与 える もの なんか 何 もな くな っ

て しま うよ。 母 さ んに とって は， それが絵

なんだ よ。 それ とも うひ とつが， この聖 典

か な。今 まで母 さ んが土 曜 の夜 に教 会 の こ
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とで人 と約 束 を した ことが あるか い。」

キテ ィー は大 分考 えて い ま したが， や が

て首 を横 に振 りま した。

「ない だ ろ う
。 土曜 の夜 は家族 だ けの 時

間 だ った んだ 。映 画 に行 った り， 食事 に行

った り， ドライ ブや散 歩 をした り。母 さん

に連 れ られ て美術 館 に行 くこ ともあ るけ ど，

父 さん も時 々，母 さん の こ とホ ッケー の試

合 に連 れ て い く。土 曜 の夜 は家 族 の時 間 と

は っ き り決 めて あ るん だ。」

』「私 は まだ結婚 して な い け ど
， 自分 ひ と

りの 時間 を取 って もい い の。」

「い い とも。 そ うで きる よ うにな らな く

ちゃい け ない んだ。 土曜 の午後 は， だれが

来 た って， 断 われ ば いい の さ。 何 も考 えな

いで， こ こで横 にな って るの もいい。雨 の

中 を自転車 で走 るの もい い。 とにか く， 自

分 は13歳 なん だ と感 じられ る ような こ とを

して土 曜 の午後 を過 ごす こ とさ。 絶対 にだ

よ。 つい で に も うひ とつ ， お まけ をや ろ う。

土 曜 日は畑仕事 は しな くて もい いか らね 。」

「今 初 め て思 った んだ け ど， お母 さん も

裁 縫 の ほか に，途 中でや めた ものが た くさ

ん あ るの か しら。 どうなの。」そ して，キ テ

ィー は また 白 い ドレ スの赤 と青 の模 様 に 目

をや り ました。

「もち ろん さ。 で もや り続 けた こ ともた

くさ んあ る よ。 さっ き も言 った け ど，絵 は

絶対 にや めな か った。 だ か らお前 も， チ ェ
1
ロの勉 強 をや め よ うなん て考 える必 要 は全

然 な いん だ よ， い い ね。」

キ テ ィrは 不 思 議 に思 い ま した。水 泳 ，

コー ラス， 読 書， それ にい ろい ろな こ とを

して きた け ど， チ 土ロが 自分 に とって特 別

な もので あ る こ とを父が 知 って い るの はな

ぜ だ ろ うか と。

「い いか い
， キ テ ィー。 お前 は これか ら



の人 生 で もい ろい ろな こ とを求 め られ て い

くけ ど， それ はお 前 にい い頭 と才 能が あっ

て ，人 の た めに働 こ う とい う気持 ちを持 っ

て るか らなん だ よ。 で も， どこまで人 に与

えて， ど こまで を 自分 の もの と して残 す か

を，.知恵 を使 っ て決 め な くち ゃな らない 時

が あ るん だ。例 え ば， い と この タ ミーの こ

とを考 えて み よ うか。 お前 はタ ミー のた め

1に随分 と尽 くして きたね。 彼 女 の親 にで き

ない よ うな こと もして きた。 で も， お前 は

その た めに た くさ んの時 間 を使 っ てる。 タ

ミー も何 で もひ と りでで きる よ うにな る ま

で は，愛 し，助 けて くれ る人 が 必要 だ。 では，

この 問題 を解 決 す るた め には ど うした らい

い と思 う。 知 恵 を使 って考 えて ごらん。」

キテ ィー は立 ち上 が って窓 の所 へ行 きま

した。 道路 沿 い に タ ミーの家 が見 え ま した。

キ テ ィーは タ ミーが テ ーブ ル に皿 を乗 せ る

手 伝 い を してい る姿 を想 像 しま した。 それ

か ら 自分 が何 時 間 もか けて助 けて あげ た後

で， タ ミー が何 とか 自分 の 力で や り遂 げた

時 の誇 らしげな顔 を思 い出 しま した。 キテ

ィー には タ ミー を見 捨 て る こ とな どとて も

とて もで き ませ ん で した。

「そ うだ
， ジ ェニー よ。 ジェニ ー は もう

大 き くな って い るんだ し， タ ミー とも仲 良

しだわ。 タ ミー の世 話 をす るよ うに なれ ば，

テ レ ビを見 て る時 間だ って ず っ と少 な くな

る し， ジェニー の た め に もい い こ とよ。必

要 な こ とは私が 教 えて あ げれ ばい い んだ し

"」

「それ はい い
， ジ ェニ ー に もで きる と思

うよ。 お前 が新 しい指 導者 の責 任 を受 ける

力 が あ るよ うにね 。」

「ビーハイブのクラスの こと言 ってるの
。」

「そ うさ
，今 まで は タ ミーが 相 手 だ った

け ど，今 度 は同 じ年頃 の女 の子 が 相手 だ。

聖徒 の道/1983年9月 号

まった く違 った責任 だ よ。 で も， きっ とで

きる よ。母 さん と話 し合 った 方が いい と思

うな 。 時間 の取 り方 につ いて い ろい ろ参 考

にな る意見 を出 して くれ る と思 う よ。 で も，

時 間の 問題 はそ う簡単 に考 えち ゃい けない

よ。母 さん に とって も，』お前 に とって も，

決 して易 しい問題 じゃな い はず だ。途 中で

や めな くちゃ な らな い こ ともあ るだ ろ うし，

続 けて い くこ ともあ るだ ろ う。 妥協 しな く

ち ゃな らない こ ともあ る。 時 に は，ひ とつ

の こ とか ら別 の ことぺ移 って い くこ ともあ

る。 で もそれ は，「お前 が 自分 は何 を学 ぶべ

きか を理解 で きる よ うにな った か らだ し，

自分が 与 えるべ き最 も大切 な もの を与 え ら

れて きたか らなんだ 。 タ ミーの こ との よ う

に ね。」

突 然， 母親 の 呼 ぶ声 が聞 こえて き ま した。

「あ なた
， キテ ィー ， ど こにい るの。食

事 の準備 が で きた わ よ。」

「行 こう
， キテ ィー 。母 さん を待 たせ ち

ゃ悪 い か らね。」

「そ うね
。父 さん，本 当 はね， 夕食 の後

で， 母 さん と話 をす る こ とにな って るの。

時 間 もた っぷ り取 っ てあ るわ。 あっ，忘 れ

る とこだ った …… 」 キテ ィー は窓際 の椅 子

に駆 け寄 り， きれ い にた た んだ小 さ な白い

ドレ ス を取 りました。

「これ
， しば ら く私 が預 ってお くわ。」そ

して キテ ィー は 「神 の子 です」 の 節 に合 わ

せ て 口笛 を吹 きなが ら，父 親 の後 ゑ付 いて

い きま した。

*ヘ ン リ ー ・デ ビ ッ ド ・ソー ロ ー

(1817-1862ア メ リ カ の 思 想 家 ， 博 物 学

者 ， 著 作 家)
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以 下 の人 々の 名前 を 当 てて下 さ い。

1.私 は牛 を使 って畑 を耕 して いた時 に，

予言 者 の召 しを受 け ま した。

2.私 は父親 の 家畜 を捜 して い る時 に，王

として召 され ま した。

3.夜 寝 て い る時 に， あ る声 に起 こされ，

予 言者 としての 召 し を受 け ま した。

4.私 た ち はア ンテオ ケの長 老 や予 言者 た

ちの 断食 と祈 りに よ って， 宣教 師 とし

て召 され ま した。

5.私 は羊 を飼 って い る時 に，王 として召

され ました。

6.私 は祈 るた めに森 の 中へ行 き， そ こで

予 言者 と しての召 しを受 け ました。

7.私 は生 まれ て8日 目に予 言者 と して 召

され ま した。

8.私 は麦 の脱 穀 を してい た時 に，

天使 を通 して召 しを受 け ま し
掘〆 た

。

9.私 は イス カ リオ テの ユ ダに替

わ る者 として召 され ま した。

10.私 は末 日聖徒 イエ ス ・キ リス ト教会 の

第12代 目の大 管長 として召 され ま した。
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一●ヰ
：リス ト と創1・

主
は私 た ち に，地球 や 人 間 を初 め とす

る万 物 の創造 に関 して ，真 の教 義 を

信 じ，理解 す る よ う望 ん でお られ る。事 実 ，

後 に分か る ことだ が， 創造 の教 義 を理 解せ

ず に，』救 い を得 る こ とはで きな い。万 物 の

創造 に関 して正 しい知 識 を得 な けれ ば，神
まつた

か ら完 き報 いが与 え られ る と望 む こ とはで

きない。 他 の方法 でそ の報 い を得 る こ とは

で きないの で あ る。

神 は私た ちす べ ての者 の御 父 で あ り，霊

の子 らが進歩 し，御 自身の ような者 となれ

るよ うに， 救 いの計 画 を立 て られ た。 それ

が神 の福音 で あ り，人 に救 い を得 させ る永

遠の御 父 の計画 で あ る。 その計 画 は3つ の

要素 か らな って い る。そ の3つ とは，創 造 ，

堕落 ，瞭 い， で あ り， 永遠 の原則 の柱 石 を

なす もので あ る。

私 た ちは万物 の物質 的 な創 造 につ い て理

解 しよ うとす る前 に，創造 ， 堕落 ，蹟 い と

い う この3 .つの 永遠 の真 理 が， どの よ うに 、

してひ とつ に織 り合 わ せ られ て い るか を

知 ってお.く必要 が あ る。 この3つ の内 ，独

立 して立 ち得 る もの はひ とつ もな い。 それ

ぞれが 他 のふ たつ と結 び付 い てい る ので あ

る。3つ すべ て を理 解 す るの で なけれ ば，

一つ 一つ に対 す る真 の理解 を得 る こ ともで

きない。

救 い はキ リス トの 中 にあ り， キ リス トの

蹟 いの犠 牲 に よって もた らされ る。 主 イエ

ス ・キ リス トの購 い は， 啓示 された神 の教

えの 中心 をなす もの で あ る。 キ リス トの蹟

い は， ア ダムの 堕落 によ って この世 に もた

らされた 肉体 と霊 の死 か ら，人 を解 放 して
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くれ る。 尊 き主 が死 か らよみ が え り， 眠れ

る者 の 最初 の実 とな られ た。それ に よっ て，

全 人 類 が 復 活 で き る よ うに な った の で あ

る。

また， キ リス トが死 なれ たの は，罪 を犯

した人 間 を救 うた めで もあ った。 キ リス ト

は悔 い改 め を条件 と して， すべ て の人 の罪

を負 われ た ので あ る。人 が神 の賜 の内最 大

の もの であ る永遠 の生命 を得 る こ とが で き

るのは， キ リス トが ゲ ツセ マネ とゴル ゴタ

で な された瞭 いの業 に よるので ある。 キ リ

ス トは まさ に， よみが え りで あ り，命 で あ

る。不死 不滅 と永遠 の 生命 も また ， この贈

い を通 して得 られ る よ うに なった 。大 い な

る順 い主 が持 って お られ る瞭 い の 力 の栄

光 ，驚 異， 永遠 の 意味 は， いか な る言 葉 ，

表 現力 を もって して も表 わす こ とはで きな

いo

しか し私 たち は，堕 落 が あ ったか ら こそ

照 い が もた らされた とい う こ とを春 れ て は

な らな い。堕 落 が な けれ ば，不死 不滅 と永

遠 の 生命 を もた らす 腰 い もなか ったの で あ

る。 この よ うに，確 か に救 いが 順 いの ゆ え

に もた らされた よ うに，救 い は堕落 の ゆ え

に もた らされ たの で ある。

死 す べ き性質 ，繁 殖 ，死 はすべ て， 堕落

をそ の出発 点 として い る。 現世 にお け る試

しは， 人類 の最 初 の両 親 が エデ ンの 園の家

を追 わ れ た 時 に始 まった。 エ ノ ク は こ う
お ゆえ

言 ってい る。「ア ダム堕 ちた るが故 にわれ ら

今 こ こに在 り。 また ア ダム の堕 ちた るに よ
わざわい

りて死 は来 れ り。 この故 にわれ ら不 幸 と禍

とを味わ う者 とせ られ た り。」(モ ーセ6：
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●4=リ ス トと創堕 、

忘 れ ては な らない。 この堕 落 に よ って， す

べ て の事 物 の状 態 が変化 した。 万物 は堕落

し，変化 し得 る よ うに創 造 されて い たの で

ある。 この よ うに して現 出 した現世 の状 態
つ

は， 御 父 の永遠 の救 い の計画 に属 け る全条

件 が効力 を発 す る上 で不 可 欠 の もので あ っ

た。

最 初 の物質 的 な創 造 は， そ の本質 にお い

て， 不朽 性 を備 え てい た。 エ デ ンの園 の時

代 の生命 体 はす べ て，堕 落後 の存 在 とは異

な る次元 の高 い もの で あ った。 来 るべ き堕

落 はあ らゆる存 在 を低 い次元 に落 とす もの

で あ ったが， そ れ は同時 に， 進歩 へ の道 を

備 え る もので あ った。 死 と繁 殖 は まだ この

世 に入 って いな か った。死 が ア ダ ムか ら人

類 へ の贈 り物 とな り， 永遠 の 生命 が神 の賜

としてイ エス ・キ リス トを通 して与 えられ

る こ とにな って いた。

この よ うに， 現世 の状 態 は神 が 与 えて下

さ ったの であ り， ア ダム に よっ て死 が もた

らされ ， キ リス トを通 して不死 不滅 と永遠

の生 命 が もた らされ る こ とにな った ので あ

る。リーハ イ は説 得 力 の ある適格 な表現 で.

全人 類 は堕 落 の ゆえ に， 「試 しの生 涯」1こあ

る と言 っ てい る。また，「もし もアダ ムが罪

を犯 さなか った な らば， 彼 は堕 落 をせ ず に ・

その ま.まエ デ ンの園 にいたで あ ろ う。」当時

の ア ダム は肉体 的 に不死 の状 態 にあ った。

つ ま り，まだ死 が 入 って い なか った た め に，

その まま泳 遠 に生 き る こと もあ り得 た ので

ある 「また， ア ダム とイ ヴは子供 を も うけ

る こと もな か ったで あ ろ う」。彼 らは試 しの

生涯 と肉体 の死 を経験 す る機 会 を与 え られ
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な か ったか も知 れ な い。 しか し， この世 の

試 しを受 けな けれ ば，永 遠 の生 命 を受 ける

こ とはで きな いの で ある。 父 な る神 に感 謝

しよ うで はな いか。 一 「ア ダムが 堕落 し

た の は人 類 を生 ず るた めで あ り，人 類 が現

世 に在 るの は幸福 を得 んた めで あ る。 そ し

て時 が満 ちる と，人 間 の始祖 の 堕落 の結 果

か ら人 間 を腰 うた め に メ シ ヤ が来 りた も

う。」(II二 一 フ ァイ2：21-26)

私 た ちは救 い の計 画 に関 して ， これ らの

事 柄 を認識 す る ことに よ って，地 球 や人 類

を初 め とす るあ らゆる生命 体 の創 造 を考 察

す る こ とがで きる。創 造 に よ って堕落 が 生

じ，堕 落 に よ って蹟 いが来 ，瞭 い に よって

救 いが もた ら され るρ この こ とを理解 して

お くな ら， 創造 に関 して神 か ら与 え られ た

知識 を，全 体 的 に正 し く把 握 す る こ とが で

きる。

創 造 に対 す る私 た ちの知 識 は限 られ た も

の で ある。 私 た ちは万物 の創造 が い つ， ど

の よ うに して， どの よ うな 目的 で行 なわれ

たか を知 らな い。 もし創 造 に関 す るす べ て

の ことが 輝 か しい完 全 な形 で， 余 す ところ

な く啓示 された として も，私 た ちの限 りあ

る頭脳 で は琿 解 で きな いで あ ろ う。 堕落 と

贋 い を正 し く理解 し，，敦 し〉を受 け継 ぐ者 と

なる た めに は， これ まで に啓 示 され て きた

主の み言葉 を信 じ，理 解 しな けれ ばな らな

いo

将来 ， 主 は今 以 上 に，私 たち に対 して ，

創造 につ い て深 く考 え る よう に求 め られ る

であ ろ う。 末 日の啓 示 には こ う書 か れて い

る。「主 の来 りた もうその 日には すべ ての事



あらわ

を顕 した まわ ん。 すな わ ちす で に過 ぎ去 り
なんひと

し こと，また何人 も知 らざる隠 れ た る こ と，

この世 の造 られた る事物 の こ と， また この

世 の 目 的， 終 り な ど』一…」(教 義 と 聖 約

101：32-33)福 千年 が 来 る まで，私 た ち は
ヒ

これ まで に知 らされて きた創造 に関す る真

理 を信 じ，受 け入 れ な けれ ばな らな いの で

あ る。

キ リス トは無 数 の世 界 の創造 主 で あ り，

蹟 い主 で あ る。 人 間 に はその世 界 を数 え尽

くす こ とはで きない。 無 限無 窮の創 造 と蹟

い の業 に関 して， 聖典 には御 父の み言 葉 が

次 の よ うに書 かれ て い る。「われ は，無 数 の
しか

世界 を創 りた り。 而 して ， また これ らは わ

れ 自らの 目的 あ りて造 りしな り。 而 して，

わ が子 によ りて これ らの世 界 を創 りた り。
ひとりご

わ が子 とは，わ が生 み た る独子 の こ とな り。

・され ど， この 世 とこの世 に住 め る人 々

の 話 のみ を汝 に して聞 か す。」主が 創造 され

る地 のす べて の世 界 に関 して 私 た ちが 知 っ

てい るの は，蹟 い主 を通 して地 のすべ て の

人 に「不死 不滅 と永遠 の生 命 とを もた らす 」

のが， 主 の業 に して，'主の栄光 で ある とい

うこ とだ けで あ る。(モーセ1：33，35，39)

お そ ら く この神 権時 代 に与 え られ た内 で

最 も輝 か しい と思 わ れ る示現 の 中で， ジ ョ

セ フ ・ス ミス とシ ドニー ・リグ ドンは 「御

父 の右 に御 子 」が お られ るの を見 ， また，

「御父 の 生 みた もう独 子 な りと証 した もう

声 を蘭 け り。 す なわ ち諸 々 の世界 は彼 の手

に よ り， 彼 の手 を経 て， また彼 に よ りて先

に造 られ ， また現 に造 られ， これ に住 む者

た ち も皆 神 よ り生 れ た る息子 と娘 な る こと

聖徒 の道/1983年9月 号
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を証 した も う。」(教 義 と聖約76：20，23-

24)キ リス トは創 造 主 で あ り，腰 い主 なの

で あ る。 もろ もろの世界 はキ リス トに よ っ

て造 られ， そ の無 限の瞭 いに よ って， この

世 の人 々 はキ リス ト御 自身 と共 同 の相続 人

と して， 神 の家族 に迎 え入 れ られ る。 この

示現 を信 ず る ことに よっ て聖徒 らは神 の子

供 とな る こ とが で きる。 予 言者 ジ ョセ フ ・

ス ミス は この示 現 を元 に次 の ような文 を書

い てい る。

「また，天 よ りひ とつ の大 いな る声 あ り

て証 す る を聞 く，

そ は救 い主 に して神 の独 子 な り，

諸 天 の広 が り限 りな し とい えど も，

諸 々 の世界 は，彼 の 手 に よ り，彼 の手 を
よ

経 てγ また彼 に因 りて造 られた り。

また ， そ こに住 め る者 は，初 め よ り終 わ

りに至 る までジ

我 らが救 い主 に よ りて救 わ るるな り。

また ，彼 らが神 の生 み た も う娘 ，息 子

とな るは，

同む 真理 ， 同 じ力 に よ りて な り。」

(餓 〃6%吻JS畝Yo1・4，PP・49-551Cited

in1レ あ7%zo%1)06∫7わz6，12nde(玉.，Salt

Lake，City.：Bookcraft，1966，p.66)

滅 び ゆ く人 問 に は， 創造 と腰 いの業 の無

限 無窮 の本 質 を理 解 す る こ とはで きない。

私 た ち は，主 が この ような啓 示 を通 して，

その果 て しない み業 に関 す る永遠 の真 理 を

か い ま見 させ て下 さった こ とに感 謝 して い

る。私 た ち に関係 が あ るの は， この地 球 で

あ る。 永遼 の生命 を得 よ う と奮 闘す る私 た

ち に道 を示 して くれ る のは， この地球 の創
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アダムが堕落 したことによって,腐 朽性が持ち込まれ,

子孫が殖えるようになり,死 が入 り込んできた。
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造 に関 す る真 理 なの で ある。

それ では,ア ブ ラハ ム と共 に前世 の｢高

貴 に して偉大 な る もの｣の 群 れ を見 て み よ
ごと

う。｢こ れ らの者 の 中 に,神 の如 き者｣が ひ

と り立 って お られた。 この御 方が かの大 い

な るエ ホバ,御 父 の長 子 であ る。御 子 は｢と

もに在 り し者 たち｣,す なわ ち,ミ カエル を
くた

初 め とす る雄 々 し き者 た ちに,｢わ れ ら降 り

行 か ん。 か し こに空 間 あれ ばな り。而 して

これ らの材 料 を と りて,こ れ らの者 の住 ま

うべ き地 を造 らん｣と 仰 せ にな った。(ア ブ

ラハ ム3:22,24)
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よ く見 ， 聞 き，考 える な ら， 私 た ちの理

性 は光 を注 がれ ，理 解 は天 に も達 す る。 キ

リス トは確 か に，御 父 の霊 の子 らが住 むべ

き家 を創 造 され た ので あ る。 しか し， キ リ

ス トは ひ と りで それ を な され た の で は な

い。 創造 は組 織 的 に， つ ま り， 他 の高貴 に

して偉 大 なる 霊 た ち に も， それ ぞ れ にな す

べ き分が 与 え られ てい た ので あ る。 また地

球 は既存 の物 質 を用 い て創造 され た。物 質

は永 遠 で あ り，創 造 とは組織 す る こ とな の

で ある。

創造 の業 の進行 を見 て い くと，神 が十 戒

の 中でモ ー セ に語 られ たみ 言葉 が， 実際 そ

の通 りで あ る こ とが 分 か る。「主 は六 日の う

ち に，天 と地 と海 と， その 中 のすべ て の も

の を造 って， 七 日目に休 まれた 」。(出 エ ジ

プ ト20：11)で は， そ の一 日一 日にな され

た創造 の み業 を見 てみ よ う。

まず最初 に，聖 典 に言 う1日 とは何 で あ
るいだい

ろ うか。 それ は時 代 ，累 代 な ど と も呼 ばれ

る， あ る区切 られた 時 で あ り， 永遠 の時 の

一 部分 で あ る
。 また ，確 認 で きるふ た つの

出 来 事 に は さ まれ た 時 と言 う こ と もで き

る。創 造 の1日 とは，長 さが どれだ けで あ

るか に関係 な く， その 目標 とす る ところ を

達成 す るた め に要 した期 間 を言 う。 尺度 の

ひ とつ と して 用 い られて い るのが ， 日の栄

光 の状 態 の天体 が1回 自転 す るの に要す る

時 間 であ る。例 えば アブ ラハ ム は，「主 の計

算 」 に よれ ば，1日 は 「一千 年」 に当 た る
かいてん

と言 って い る。 これ が 「コロブ の一廻 転 」

で あ り， 「主 の時 の計 算」 な ので あ る。(ア

ブラハ ム3：4)
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聖 典 の 中に は，創 造 に要 した6日 が いず

れ も同 じ長 さで あ った と述べ てい る啓 示 は

な い。創 造 に関 して私 た ちに知 らされて い

る のは， モ ーセ の書 とア ブラハ ムの 書， そ

して神 殿 の 中 で 教 え られ て い る事 柄 で あ

る。 この3つ の教 えは どれ も予 言者 ジ ョセ

フ 。ス ミス に さかの ぼ る こ とが で きる。モ ー

セ とア ブ ラハ ムの記 録 は両方 共， 天地 創造

に まつ わ る様 々 な 出来事 を， 連続 す る時 の

流 れ の 中の事 柄 と して描 い て いる。 具体 的

に は後 に見 る こ とにす る。理 由が あって神

殿 の教 えで は、時 の区分 の仕 方 が異 な って

い る。神殿 の教 え によ く通 じて い る人 には，

その 理 由 は明 らかで あ る。明 らか に「6日J

とい う時 は，ひ とつ の連続 す る時 代で あ り，

連 続 す る創造 の業 を区切 って考 え る必 要性

は ない よ うに思 われ る。

モ ーセ の書 と神 殿 の教 えが 述べ て い るの

は物 質的 な創 造， つ ま り触 知 し得 る物 質 の

組 織 につ い てで あ り，霊的 な創造 で はな い。

ア ブラハ ム の書 は創造 の業 の詳細 な計 画 を

提 示 して くれ て い る。 そ こに は創 造 を推 し

進 めた神 々 の計画 が 記 され てい る。6日 間

の出来 事 を記 した後 に， ア ブ ラハ ム は こ う

書 い てい る。「天 と地 を造 らん と神 々 同志 に
はか ごと

て議 りた まい し時 決 めた るはか くの如 し。」

(アブ ラハ ム5：3)

そ れ に続 けて ア ブラハ ム は，神 々 が初 め

の 計画 通 りに実行 した ことを書 いて い る。

とす る と， アブ ラハ ムの 書 は，実 際 の創造

につ いて記 録 した もの とい う こ とにな る。

第1日 一 エ ロ ヒム，エ ホバ，ミカエル，

そ して高貴 に して偉大 な る者 た ち は， 皆各
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自の 分 担 を果 た した。 「神 々 」 は 空 と地 を
むな

造 った。地 は 「形 な くして 空 し」く， まだ ，

人 の救 い とい う 目的 に役立 て る こ とので き

る状 態 に はなか った。地 は 「空 し くて荒 れ

果 て たる所Jで ， まだ その 表 に生命 が 存在

し得 る状 態 で はな く，神 の 子供 た ちが 住 む
ふち

所 と して は不適 当 で あった 。大 いな る「淵 」

の 「水 」が表 われ たが ， 「光 あれ」 との命令

が あ る まで ，、暗 黒が 覆 っ てい た。光 と闇 と

が分 け られ ，光 を 「昼 」 と呼 び， 闇 を 「夜 」

と呼 んだ。・これ は明 らか に，地 球 が 自転 す

る天体 と して造 られ ，太 陽 の周 りを巡 る軌

道 上 に置か れ たこ とを示 して い る。(モー セ

2：1-5;ア ブラハ ム4：1-5参 照)

第2日 一 この 日，水 は地表 とそれ を取

り巻 く空 の間 に分 け られた 。「大 空」と も「広

が り」 とも呼 ば れ る 「天 」が 造 られ ， 「広が

りの下 の水 と， 広が りの上 の水 とを分 」 け

た。この創 造 の過 程 が進 む につ れ，雲 ，雨，

嵐 な どに よ って， まだ地 上 に現 わ れ てい な

か った生命 を もた らす準 備 もな された こ と

であ ろ う。(モー セ2：6-8;ア ブ ラハ ム

4：6-8参 照)

第3目 一 この 日 に初 めて生 命が 現 われ

た。3日 目 に 「天 の下 の水 」が 「一 つ 所 に

寄 り集Jり ， 「乾 ける地 」が 現わ れ たの で あ

る。乾 い た地 は「陸 」，寄 せ 集 め られた 水 は

「海」 と呼 ばれ た
。 また， この 日， 神 々 は

「地 を組 織 して 」
，様 々 な草 木 を は え させ

た。 そ して神々 が まい た種 か ら， あ らゆ る

種 類 の植物 が生 じた。青 草，種 を生 ず る草，

樹木 ばそれ ぞれ 「その種 子 よ り」生 じジ 「そ

の種類 に従 い て」実 を結ぶ よ うに との 言葉
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が あ り，植 物 の王 国の領 域 が， その様 々 な

種類 を造 った神 々 の手 に よ って定 め られ た

の で ある。(モーセ2：9-13;ア ブ ラハ ム

4：7-13参 照)

第4目 一 あ らゆ る種 類 の種 が地 上 に ま

か れ，芽 を出 し，生 長 し，種 に従 っ て実 と

種 を付 け る備 えが で きた時 ，神 々 は彼 らの

地上 の 園 を肥 沃 で美 しい所 となすべ く，万

物 を組織 され た。 また ，神 々 は 「大 空 に諸

諸 の光 を組織 し」た。 これ に よ って 「季 節」

と， 「日」と 「年」を数 え るた めの基 準 が生

じる よ うにな った ので あ る。 この時 に どの

よ うな変 化 が あ ったの か を知 るすべ はな い

が， 地球 は太 陽 ， 月，星 と現在 ある よ うな

関係 を取 るに至 った。少 な くとも， それ ら

の天体 の光 が， 新 し く創 造 され た地 球 を包

む 霧 の 中 に輝 き出 した の で あ る。 これ に

よって， 地表 に立 ち込 めて い た霧が ， 問 も

な く出現 す る ことにな って い たすべ ての生

命 に対 す る独 自の役 割 を果 たす 備 えが な さ

れた の で あ る。(モー セ2：14-19;ア ブ ラ

ハ ム4：14-19)
す

第5日 一 魚 ，鳥 ， 「水」の 中 に棲 む 「あ

らゆ る動 く生 き物 」が この 日 に創 造 され た。

神 々 は これ らの 動物 を， 新 た に創造 され た

地 球 に置 き，こ う言 われ た。「豊 か に生 め よ
ふ み

殖 え よ， 海 の水 に充 ちよ， また鳥 は地 に殖

えよ 」。人 間 に も与 え られ，またすべ て の生

物 に も当て は め る ことので きる同類 の 戒 め

同様 ， この命 令 も即座 に具体 的 な形 とな っ

て現 れ る こ とはなか った。 しか し， それ は

間 もな く実現 す る ことにな うてい たの で あ

る。水 生 動物 と鳥類 に与 え られ た， 生 め よ



殖 え よ とい う この 戒 め には， 「その 種 類 に

従Jっ て とい う制約 が 付 いて いた 。別 の種 へ

の進 化 とい う こ とは，神 の み こ ころに はな

か ったの で ある。(モーセ2：20-23;ア ブ

ラハ ム4：20-23)

第6日 一 この 日は創造 の 中で 最 も輝 か

しい 日で あ る。6日 目の早 い 時期 に， 大 い
けもの

な る神 々 は 「地 の獣 をそ の種 類 に従 い，家
は

畜 を その種類 に従 い，地 のす べて 這 う もの ・

をその種 類 に従 い て造 りた り。」た だ し， そ

の繁 殖 につ い ては， 他 の すべ ての生 物 に も

適用 され る制 約 が付 け られ て いた。 すな わ

ち，種 に従 わず に繁 殖 はで きない とい う条

件 で あ る。

私 た ちが これ まで考察 して きた ことは，

今 や すべ て成 った。 しか し， 人 間 につ い て

は ど うだ ろ うか。 地 上 に人 間 は現 われ ただ

ろ うか。 人間 の姿 は まだ見 え なか った。 そ

こで神 々 は互 い に はか り， こう言わ れ た。
くだ

「い ざわ れ ら降 り行 きて
，わ れ らの か た ち

かたど すがた ごと

に 象 り て わ れ らの 像 の 如 くに 人 を 造 り

・」 そ して
，神 々 は 「降 りて その像 の 如

くに人 を組 織 した まえ り。 す な わ ち神 々 の

像 の如 くに これ を造 り，男 と女 に造 りた ま

え り。」神 々 ははか り合 った通 りの こ とを行

ない，創 造 の過 程の 中で も最 も輝 か しい業

を成 し遂 げた ので あ る。人 間 は神 の意 志 に

従 って前 進 す る最 高 ゐ被 造 物 で あ る。 人 は

永遠 の御 父 の かた ち に造 られ， 万物 をr治

め」 る権 能 を与 え られ た。 そ して最 後 に，

神 は御 自身 の み こ ころが永 遠 に進展 して い

くよ うに， 「男 と女 」を祝 福 し， こ う命 じ ら

れた6「 豊 に生 め よ，殖 えよ，地 に充 ち よ，
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地 を従 わ せ よ， また海 の 魚 と空 の鳥 と地 の

上 に動 くすべ て の生物 を治 め よ」。6日 目の

終 わ りに，神 々 は 自 らの創 造 の働 きを見 て
はなは

満足 し，「造 りしす べ ての もの 」を見 て，「甚
よ

だ善 し」とした。(モ ーセ2：24-311ア ブ

ラハ ム4：24-31)

以 上 が創 造 に関 して，神 か ら啓示 された

事柄 で あ り，モー セの書 とア ブラハ ム の書，

な らびに神殿 での教 え をひ とつ.に要 約 した

もので あ る。6日 目が終 わ った次 の段階 の

.ごとにつ いて， モ ーセ ゐ書 に は次 の よ うに

書 かれ て いる。「か くの 如 く天地 成 りぬ。そ
しか

の万 群 こ と ご と ぐまた 然 り。」 そ して 主 は

「第 七 の 日」に休 蕊 れた心(モ ー セ3：1-

3).門r㌧

主 が私 た ち に，創 造に 関す る これ らの啓

示を与えられたのぽなぜだづうか。これら

の啓 示が 与 え られた こ とにばど の よ うな 目

的が あ るのだ ろ うか 。 これ らについ て知 る

こ とは， 自 らの救 い を全 うし， 私 た ちの主

であ り万物 の創 造 主 で あ る御 方 に心 を注 ぐ

上 で どの ように役 立 つだ ろうか。

言 うまで もな く，.私たう に与 え られ て い

る啓 示 の 中 に， 不必 要 な もの は何 もない。

主 が な され るすべ て の こ とには， 目的 が あ

る。 主 は私 た ち に， み言葉 を蓄 え， その隠

れ た深 い意 味 を よ く考 え， 完全 に理 解 す る

よ う望 ん でお られ る。 実際 に そ う して い る

人 々 は， 創 造 に関 す る啓 示 に はふ たつ の大

きな 目的が あ る ご とを理 解 しでい る。 その

広 い意味 で の 目的 は，私 た ち に試 しの生涯

の何 た るか を理 解 させ る ことにあ る。 この

試 しの時 期 に あ らゆ る人 は試 し を受 け，「何
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●牛リストと掘借

偉大な造り主は陵い主となり,人 類を堕落の影響から

解放し,不 死不滅と永遠の生命を与える者となられた。
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に て もあれ,主 な る彼 らの神 の命 じた まわ

ん すべ ての ことを｣な すか どうか見 られ る

ので あ る。(ア ブ ラハ ム3:25)具 体 的 な 目

標 は,啓 示 された神 の教 えの基 を成 す,主

イエ ス･キ リス トの贈 いの犠 牲 に つい て理

解 させ る こ とで あ る。

6日 の間 に あった事 柄 と,7日 目 に主が

休 まれ た こ とについ て は単 に出来事 の記 述

が あ るのみで,創 造 に関 す る記 録 の意 図す

る ところが明確 に されて いな い とい う考 え

は もっ ともであ る。主 は,モ ーセ の書 の3

章 に書 かれ てい る よ うに,創 造 の 目的 と本
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質 を続 けて説 明 してお られ る。 主 は ここで

創 造 に 関 して 解 説 を して お られ るの で あ

る。 こ こに明 らか にされ て いる幾 つ かの事

実 と原則 を 知 らず に， 何 が創 造 の真 の教義

で あ るか を理解 す る こ とは で きな い。 主御

自 身 に よ るそ の 解 説 は， 時 間 的 な流 れ に

沿 った記述 の中 に挿 入 され てい るが ， それ

は そ の記 述 の 真 義 を理 解 さ せ る た め で あ

る。 したが って ， その解 説 には時 間的 な整

合 性 は ない。 主 が創 造 の過 程 にお いて順 次

行 な わ れ た 事 柄 に つ い て の 解 説 なの で あ

る。

主 嫉創造 に関 す る その解 説 を始 め る に当

た り，6日 の 問 に行 なわ れ た業 に触 れ て次

の よ うに言 わ れ た。「われ 主 な る神 の天 地 を

造 りた る 日に天 地 の創 られ た る時，天 地 の

生 成 した るかは か くの如 し。」(モ ー セ3：

4)確 か にその業 は成 され ，啓 示 も与 え ら

れて い る。 しか し， それ を理解 す る には，
いくばく

なお 幾何 か の真 理が 必 要で ある。 それ は，

万物 が すで に前 世 にお い て存在 して いた こ

とと，地 球 とすべ て の被造 物 が初 め創 造主

の手 か ら生 まれた 時 は不朽 性 を有 してい た

ことに関連 す る真 理 で あ る。 このふ たつ の

概念 が ひ とつ の文 章 の中 に織 り込 まれて い

る。 また ， そ こに用 い られ てい る言葉 に は

二 重 の意 味が あ り， 前世 の状 態 と， 初 めて

物 質 的 な創造 が行 なわ れた 時 の こ との両 方

に当て は め られ る もの もあ る。

そ して主 は， 野 のす べ ての草 や木 を， ま

だ地 上 に植 えない 内 に創 造 した こ と と，天

にお いて すべ て の人 間 を創 造 したが， 地 を

耕 す人 が ひ と り もい なか った こ とにつ いて
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語 られ た。(モーセ3：5参 照)主 が ここで，

万物 の 前世 にお け る存在 を言 われ たの は明

らかで あ る。 この地 球 を初 め，人 ，動物 ，

魚 ，鳥 ，植 物 な どはすべ て， 最初霊 として

存 在 して い たの で ある。 その起 源 は天 で あ

り，地 球 が創 造 され た の1ま， そ れ らの もの

に物質 とい う衣 を着 せ るた めで あっ た。

「そ はわ れ主 な る神
， わが 語 りしすべ て

おもて

の もの を， これ らが い まだ地 の面 に 自然 に

在 る に先 だ ち霊 として創 りたれ ば な り山 こ

の 言葉 は， 霊 の創造 として考 え るな ら， 真

の 意味 が理 解 で きる であ ろ う。 しか し， そ

れ に は さ らに重 大 な意 味が ある。続 けて次

の よ うに書 か れ て い る。 「また わ れ 主 な る

神 ，雨 を地 の面 に降 らせ ず ・・一 地 の面 に も

水 の 中 に も空 の 中 に もい まだ肉 あ る者 なか
ことば

りけれ ばな り。 され ど， わ れ主 な る神 ，言
いだ

を出したれば霧地より上 り来 り土地の面を
うるお

あ まね く湿 した り。」(モ ー セ3：5-6)

主 は こ こで ， 自 ら先 に語 られ た事柄 ，6日

の 間 にあ った事 柄， そ して， モー セの書2

章 に述 べ られ て い る物 質的 な創 造 の記述 に

つ い て言 っ てお られ る。主 はそ の ように し

て造 られ た物 は， 霊 的な存 在 で あ り， 先 に

挙 げた理 由 か ら，'「地 の面 に 自然 に在 」った

ので は ない と言 ってお られ る。

ここで信 仰 箇 条 第10条 につ いて 考 え な

けれ ばな らな い。「われ らは……地 球 は元 に

あ らた ま りて楽 園 の栄 え を受 くるこ とを信

ず。」つ ま り，最 初 に造 られ た時 ，地 球 は楽

園 の状 態 で，死 が な か った とい う こ とであ

る。 そ して， 主が 再臨 し， 福千 年 の時代 が

始 まる時 ，地 球 は再 び楽 園の状 態 に戻 る。
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地球 は再新 され， 義人 が住 む新 しい天 と地

にな るの で あ る。 そ の 日に は， すで に知 ら

され てい るよ うに，「死 ぬ る こ とな きを以 て
い か

如何 な る悲 しみ もあ る こ となか らん。」(教

義 と聖 約101：29)

この よ うに， 最初 に創造 された世 界 は楽
ふきゆう

園の状 態 で，死 や腐 朽性 は まだ入 り込 ん で

いな か った。地 上 に は滅 びゆ く性質 の体 を

持 った生物 は存在 して いな か った。 創 造 は

すで に終 わ ってい たが， 死 が入 り込 んで く

るの は まだ先 の こ とで あ った。 万物 が 不死

不滅 の状 態 に造 られ て いた ので あ る。 リー

ハ イ はその状 態 の時 の こ とを こ う言 って い

る。「そ して創造 され た万物 は造 られ た後 の

状態 その ま まに続 い て あ った に違 い な く，

また必 ず そ の ま ま永 久 に続 い て終 りが な

か った であ ろ う。」(II二 一 フ ァイ2：22)

も し死 が な いな ら，必 然的 に， 万 物 は そめ

まま永遠 に命 を保 つ ことに なる。

創造 に関す る主御 自身 の解説 が さ らに次

の よ うに続 い てい る。「わ れ主 な る神 ，土 の
ちり も はなのあな

塵 を以 て人 を造 り，生命 の息 をそ の鼻 孔 に

吹 き入 れ た り。 人 すな わ ち生 け る 『霊 の結
お

合 体』 とな りぬ。 すな わ ち地 の 上 に於 ける

最 初 の 肉 あ る者 に して また最 初 の 人 間 な

り。 さ りなが ら， すべ ての もの は前 に創 ら

れ た るが これ らはわ が言 に よ りて霊 と して
な

造 り為 され しな り。」(モ ー セ3：7)何 と

深 い意味 を持 つ言 葉 で はな いだ ろ うか。 ア

ダムの 肉体 は，神 が彼 を造 るた め に降 りて

来 られ た そ の地 上 の塵 で 造 られ た の で あ

る。ア ブラハ ムが 言 って い る よ うに， アダ

ムの 「霊 」はその 肉体 に入 った。(ア ブ ラハ
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ム517参 照)こ う して人 は不死 不滅 の生

け る 『霊 の結合 体 』 とな り， 肉体 と霊が ひ

とつ に結 び合 わ され たの で あ る。 まだ死 が

入 り込 ん でお らず， アダ ム は他 の万物 と同

じよ うに，霊 的 な存 在 と して造 られ てい た。

その後 ， ア ダムが堕 落 した こ とに よって ，

腐朽 性 が持 ち込 まれ， 子孫 が殖 え るよ うに

な り， 死が 入 り込 ん で きた。堕 落 した人 問

は死 す べ き存 在 とな った ので あ る。 アダ ム

の 肉体 は滅 び ゆ.くもの とな り，「地 の上 に於 一

ける最初 の肉 あ る者 」 とな ったの で ある。

そ して ア ダムの 堕落 の影 響 はす べ ての被 造

物 に及 ぶ こ とにな った。 万物 が 堕落 レ ，死

すべ き存 在 とな った 。死 が世 界 に入 り込 み，

君 臨 した。 そ して繁殖 が 始 ま り，偉 大 な永

遠 の 主 のみ業 が前 進 を始 め たの で あ る。

この よ うに，万 物 は最初 天 にお いて霊 と

して造 られ，後 に死 ぬ こ とのな い存在 とし
な

て造 られ地 上 に置 か れた。「霊 と して造 り為

され しな り」 とあるが ， これ は， まだ死 が

なか った とい う意 味 で ある。 そ の肉体 は地

球 に存在 す る元 素 でで きてい たが ，堕 落 に

よって死 が 入 り込 んだ後 の滅 び ゆ く肉体 と

は違 い，霊 に よって 生か され る体 で あっ た。

滅 びゆ く肉体 は死 に従属 す るが ，霊 に よっ

て生 か され， 不死 不滅 の性 質 を持 つ肉体 は

死 の支配 下 にな い。 この ゆ えに，堕 落 ，腐

朽 性， 死 が必 要 とな って くるの で あ る。
かた

「われ神
， エ デ ンの東 の方 に一 つの 国 を

設 け て わ が 造 りし人 を そ こ に置 き た り」

(モーセ3：8)と 聖 典 に あ る通 り，父祖

アダ ム はエ デ ンの 園 に住 んだ 。 ア ダム は神

が 創造 した最初 の人 間 で あ り，堕 落 に よ っ



て最初 の 肉 あ る者 とな った。堕 落 の 結果 ，

す べ て の もの が 霊 に よって生 き る状 態 か

ら，死 す べ き状 態 へ と変 化 した ので あ る。

聖 典 には こう書 か れ て い る。 「わ れ 主 な る
み うるわ

神 ，人 の観 る に美 し きす べ ての樹 を 自然 に

土 地 よ り生ぜ しめ， か くて人 これ を観 る を

得 た り。 このすべ ての樹 も また 一種 の生 け

る 『霊 の結 合体 』とな りぬ。」(モ ー セ3：9)

この記 述 の中 に は・他 の種 へ の進 化 な ど

とい う ことは まっ た く書 か れ てい ない。 こ

こで は， 「す べ ての樹 」 と 「すべ ての もの」

につ い て語 られ て い るので あ る。聖 典 は そ

れ らを ひ とつの集 合 体 として，次 の よ うに

続 けて書 い てい る。「それ は，われ神 そ れ を

創 りしその世 界 に， ま こ とに われが 人 の用

い んた め に備 えた るすべ ての もの す ら創 り
しか

しその世 界 に その まま在 りたれ ば な り。 而
よ み

して人 はそ の食 う に善 き こ とを観 た り。」

(モー セ3：9)

主 の創 造 の解説 の中 に は，次 の ように も

書 かれ て いる。「わ れ主 な る神，土 よ りして
けもの

野 の す べ て の 獣 と空 の す べ て の 鳥 と を造

り， … …彼 ら もまた生 け る 『霊 の結 合体 』

な りき。 われ神 ，生 命 の息 を彼 らに吹 き入

れ たれ ば な り。」(モ ー セ3：19)そ して，
あばらぽね

比 喩 的 にイ ヴ は ア ダ ム の肋 骨 か ら造 られ

た と述 べ，死 も，現 世 の試 練 もなか った そ

の 時，「か の男 とその妻 とは，二 人 共 に裸 の
はずか

ま まに して恥 し く思わ ざ りき」 と続 けて い

る。(モ ー セ3・ ：21-25参 照)

私 た ち は堕落 に関連 して， 主 は園 の 中央

に 「善 悪 を知 る樹 」 を植 え られ た と教 え ら

れ て い る。(モ ー セ3：9)'そ して， ア ダム

聖徒 の道/1983年9月 号
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とイ ヴ に次 の よ うな戒 めが与 え られ たの で
こころ

あ る。「この園 の すべ ての 樹 よ りは汝 の意 の

ままに食 う こ とを許 さる。 され ど善悪 を知
き

るの樹 よ りは汝食 うべか らず。然 はあれ ど

も，食 う と食 わ ざ る とは汝 に任 す， そ は汝

に与 え られ たれ ば な り。 され ど， わ が汝 に

禁 じた る を忘 るな。 汝 これ を食 う日に は必

ず死 ぬべ けれ ばな り。」(モーセ3：16-17)

再 び比 喩 的 な言 い方 が され て い.る。 善悪 を

知 る木 の実 を食 べ た とい う こ とは， 最初 の

両 親 が， 自分 た ち の肉体 が不 死不 滅 の状 態

か ら死 すべ き状 態へ 変 わ る よ うに， 律法 が

求 め るすべ て の こ とに従 った とい うこ とで

あ る。

モー セの書 第4章 には堕落 につ いて の記

述 が あ る。 ア ダム とイ ヴが 禁 断の実 を口 に

して，地 は呪 われ， い ば ら とあ ざみ を生 じ

た。 つ ま り，地 球 が現在 あ る状 態 に堕落 し

た ので あ る。 イ ヴは 「すべ て の生 きる もの

の母 」(モ ーセ4：26)と 呼 ば れ， アダ ム と

の 間 に 「息 子娘 」を も うける こ とにな った。

(モー セ5：3)

この よう に， 人 は堕落 し得 る存在 として

造 られ て いた ので あ る。 アダ ム は堕 落 し，

人類 に腐 朽性 と生殖 の 力 と死 とを もた らし

た が， そ れ に よって主 イ エス ・キ リス トの

瞭 いの犠 牲 の祝 福 に あず かれ る よ うにな っ

た。 人類 はア ダ ムの堕 落 に よ って もた らさ

れ た肉体 と霊 の死 か ら蹟 われ ，不死 不滅 と

永 遠 の 生命 を受 け る こ とが で き る よ う に

な った 。創 造 ，堕 落， 驕 い はひ とつ に結 び

合 ってい るの で あ る。

万物 の創 造 に関 す る これ らの啓 示 され た
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●ヰ：グス トと創1造 、

真 理 は， この 世 の数 多 くの仮 説 や 理 論 に

真 っ向 か ら反 対 す る もので あ る。 しか し，

この真理 は神 の み言葉 であ り， 私 た ちが受

け入 れ な けれ ば な らな い もので あ る。宇宙 ，

地 球 ，人 問， そ して あ らゆ る生物 の創造 に

関 して知 らされ てい る知識 は， そ の未知 の

部分 と比較 す る と，極 めて微 々 た る もので

あ る とい う ことを，私 た ち は率 直 に認 め る。

しか し・主 は私た ちに・ この試 しの生 涯 に

必 要 なだ けの奥 義 を与 えてお られ る。

主 は これ まで基本 的 な真 理 を明 らか に し

て こ られ たが ，私 た ち はそれ に よ って， 創

造 の真 の教 義 を理解 す る こ とが で き る。 そ

れで は， その教 義 とい うの は どの よ うな も

のだ ろ うか 。 イエ ス ・キ リス トは地球 とそ

の上 に存 在 す るす べて の もの の造 り主 で あ

り，蹟 い生 で あ る。 た だ し，人 間 を造 られ

たの は，私 た ちす べて の者 の御 父 ，主 なる

神 御 自身で あ る。御 父が 地上 に降 りて 来 て，

御 自身 のか た ち に男 と女 とを造 られ たの で

あ る。地 球 と他 の すべ ての もの は不 死 不滅

の状 態 に造 られ たが ，堕 落 し得 る存 在 で も

あ った。 偉大 な造 り主 は蹟 い主 とな り，人

類 を堕落 の影 響 か ら解 放 し，不 死不 滅 と永

遠 の生命 を与 える者 とな られ た。創 造 ，堕

落 ，贋 い は永 遠 の原則 を支 え る3本 の柱 で

あ る。 キ リス トを造 り主 ，・蹟 い主 として受

け入 れ る者 は皆， キ リス トと共 同 の相続 人

とな る ことが で き，御 父 が持 つ すべ て の も

の を受 け継 ぐ。 これ らの こ とが創 造 の真 の

教義 で あ る。

確 か にキ リス トは造 り主 で あ り，照 い主

で あ る。 テ ンプル ・ス クエ ア にあ る訪 問 者
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セ ン ターの 円形 の大 広 間 には， バ ー テル ・

ソルバ ル セ ン作 の 大 理 石 の キ リス ト像 が

立 って い る。 その堂 々 た る大 理 石像 は， 造

り主 が永 遠 の世界 のた だ中 に立 ってお られ

るよ うに見 え る。 円形 の天井 と壁 面 には，

組 織 され た宇 宙 を運行 す る無 数 の天体 が 描

かれ て い る。 この素晴 らしい作 品 を見 てい

る と， わず かな が らに創造 の奇跡 を垣 間見

る思 いが す る。

また，人 々 を癒 し， 祝福 した その神 聖 な

手 と， ほ こ りに まみ れた小 道 を歩 い た足 に

は，釘 跡 が見 える。その足 で歩 まれ た地 は，

御 自身が造 られ た もので あ った。 そ して脇

腹 には大 きな傷 跡 が あ る。 その傷 か ら流 れ

出た血 と水 は，照 いが 完成 され た こ との し

る しで あ った。 腰 い主 の奇 跡 の一端 が 見 え

る ようで あ る。

これ らす べ ての もの の奇 跡 を考 える時，

私 た ちの 目 と思 い は， その優 し気 な顔 に引

き付 け られ ，伸 ば され た腕 に何 か私 た ち を

招 き寄せ る力 を感 じる。 この素 晴 らしい大

理石 像 は呼 吸 を し， 次 の よ うに言 って い る

か の よ うで あ る。「わた しは道 で あ り，真理

で あ り，命 で ある。」(ヨハ ネ14：6)「 すべ

て重荷 を負 うて苦 労 してい る者 は， わ た し

の もとに きな さい。 あ なたが た を休 ませ て

あ げ よ う。」(マ タ イ11：28)私 の もとへ 来

な さい， そ うす れ ば救 いを受 ける ことが で

きる。私 の もとへ 来 て， 私 を造 り主， 願 い

主 として受 け入れ るすべ ての 者 に世 の初 め

か ら備 え て お か れ た 王 国 を受 け継 ぎ な さ

い。来 て ，私 とひ とつ にな りな さいび 私 は

あな たの神 で あ る。
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お話 ナネ ヅト･ラ ーセン

雛 翻灘 碗
そと 施

にはアイルランドの風がふき

鱒 すさび つめ騰 雌 の
.

まどがラスをうっていた。せいさん

釜に榮ってきた支蔀の矢たちは,ス

トーブをかこんですわっている。部
や なか

屋の中はとてもあたたかい。バ トリ
こころ

ックの心もあたたかくなった。それ

は,ア メリカなまりのえい藷を藷す,
こと ば き

わかいせんきょうしの言葉を聞いた
い

からだった。せ んきょう しは言 った。

｢ふ くいんは
,し ん じつ です。 アイ

かみ さま

ルランドで神様につかえられること

をかんしゃします。｣
こと ば さ

その言葉を聞いて,バ トリックは
さい

とても19歳 になるまでまっていられ
おも

ないと思った。｢モ ルモンけいのこ
とも はな

とを友だちに話さなければ。｣バトリ

ックはモルモンけいを,し っかりと

だきしめた。そのモルモンけいは,
か ぞく おし

バトリックの家族にふくいんを教え

てくれたせんきょうしが,ソ ルトレ

ーク･シ テ ィーか ら蓬 ってくれたも
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の箭にいた。舌をかけようとすると,

とつぜん自の箭に,蒲 章の笑きなカ

ゴをせおったマイケルが由てきた。

バトリックはせのびをしたり,マ イ

ケルのよこからのぞいたりしたが,

もうトムはいなかった。バトリック

はしかめっつらをして,マ イケルを
かい そうがっこうみ

見た。学校でも,マ イケルは海草の
むら ひと はる

においがした。村の人たちは春にな
かいそう ばたけ

ると湧草をとって,ジ ャがイモ畑の
いち ねん しゆうかい

コヤシにする。マイケルは一年中海

章をとって,至 場に売っているのだ

った。その蒔,バ トリックにある響･

えがひらめいた。｢い や,だ めだ。

マイケルをさそうなんて。マイケル

は浸だぢじゃないもの。｣バ トリ ッ

クはマイケルをすきではなかった。
がっ こう せんせい

マイケルは学校で先生によくいたず
せんせい なに

らをしたし,先 生が何かしつもんを

すると,ゲ ラゲラわらったりした。

｢お いで,フ ロップス,マ イケル
ひと

よりもふくいんにふさわしい人はい

っぱいいるよ。｣バ トリックはいっ
こころ

た。でも,マ イケルのことが心から
つぎ ひ あさ

はなれなかった。次の日の朝,バ ト
くるま

リックはフ[コップスを車につなぐの

をわすれていた。
なに かんが

｢何 を考えこんでいるんだね。｣
とうぐるま せき たんに

荷車から石炭をおろしながら,お 父

さんがたずねた。
とう

｢ね え ,お 父さん｣バ トリック は
かみ さま

のろのろとたずねた。｢神 様はぼく
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よ。｣そ の蒔だった。とつぜんマイ
うみ

ケルがよろよろとして,海 におちた。

バトリックはおどろいて,か けよっ

た。
あし いわ｢足 が岩にはさまったんだ

。｣マ

イケルはいたそうにいった。バ トリ
いわ

ックはそのぬるぬるした岩をつかん
うこ いわ

で,動 かそうと した。 しか し,岩 は
う ご セ う こ

動かなかった。｢ぜ んぜん動かない

かい。｣

マイケルは顔をしかめながら,建
うご

を動 かそうと したが,だ めだ った。

そうこうするうち に,し おがみち

てきた。｢ど う しよう。｣

｢お いの りしよう
。｣と つぜんバ ト

リックがい った。

｢お いの りだ って?｣マ イ ケル は
,

バトリックの失きらいな,あ の,矢
かた

をばかにしたようなわらい方をした。

しかし,と つぜんわらうのをやめる

と,｢よ し,し よう｣と いった。

バ トリックはいのった。すると,

こわくなくなり,ど うしたらよいの

かがわかった。バトリックはフ〔]ッ
いわ

プスをつれてきて,岩 に〔コープをか

け,そ れをフロップスにつないだ。

はじめのうち,フ ロップスはロープ

をひくのをいやがった。そして,だ

50

みず あし

んだんかさをましてくる水を足でけ

り,め いわくそうに,し っぽをふっ

た。

｢そ れっ
,フ ロップス,ひ くんだ。

バトリックがせかせると,フ ロッブ
みみ た

スは耳をぴんと立てて,ロ ーブをぐ
いわ うこ

いとひっぱった。すると岩が動き,

マイケルの建がぬけた。
いえ

バ トリックの家へいそぎながら,

マイケルはいった。｢と てもしんじ
きみ

られないよ。君がおいのりをしてい

た詩 すごくしずかな吏痔ぢになっ
だい

たんだ。そして,き っと大じょうぶ
おも

だ って,思 ったんだよ。｣

覧 募ジ議一 晒鯉 曳
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つ く

3.や もめ は,さ い この こな とあぶ らで,エ リヤ にパ ンを作 って あ
いえ た もの

げ ま した。 エ リヤ は,や もめの 家か ら食 べ物 が な くなる こ とは

な い,と や くそ く しま した。
おとこ こ き

4.や もめの 男の 子が,ぴ ょう気で しにま した。エ リヤ がお いの り
おとこ こ い

をす る と,男 の子 は生 きか え りま した。
ほん とう かみ おも

5.エ リヤ は,み んな に本 当の神 さ まを しん じさせ よ う と思 い ま し
さい し てん

た。 エ リヤ は,パ アル を しん じる祭 司た ち とあ らそって,天 か
ひ

ら火 を ろ･らせ ま した 。
うわ ぎ がわ みず かわ

6.エ リヤ は,上 着 で ヨル ダ ン川 の 水 を うち,川 を わ け ま した 。
ひ くるま てん 赫

7.エ リヤ は しな ず に･火 の 車 で 天 に 上 って い き ま した 。
う ねん まえ

8.キ リス トが お生 まれ にな る400年 前,マ ラキ は こうよげ ん しま し
いち ど ちから

た。｢エ リヤ が も う一度や って きて,む す びかた めの か ぎ とカを

あたえ るだ ろ う。｣
ねん がつ にち

9.1823年9月21日,ジ ョセ フ･ス ミス は,モ ロ ナ イ の お とず れ を
きん はな あと

うけま した。モ ロナイ は,金 ばんの こ とを話 した後 で,エ リヤ
はな

が くる とい うマラ キの よげんの ことを話 しま した。
ねん がつ か

10.1836年4月3日,ジ ョセ フ･ス ミス と オ リバ ー･カ ウ ドリ は,

カ ー トラ ン ドしん で ん で,エ リヤ の お とず れ を う け ま した 。 マ
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末 日円徒の女性,全 米ヤ ング･マ ザー･オ ブ･

ザ･イ ヤーの栄誉 に輝 く

ン グ マ ザ ー･オ ブ･ザ･イ ヤ ー に選

国 ばれ たの は,ペ ン シルベ ニア州 オ レ

フ ィール ドの キ ャサ リン･ク ライヤ ー･ピ

ーター ソン姉 妹(30歳)で す
。 これ で末 日

聖徒 の 女性 が,2年 連 続 この栄 誉 に輝 い た

ことにな ります。 昨年 表彰 を受 けた の は,

ユ タ州 オー レム に住 む ラ ドー ン･ジ ェイ コ

ブ姉 妹 です。

ピー ター ソン姉 妹 は,ス クラ ン トン･ペ

ンシルベ ニ アス テー キ部 ア レ ンタウ ン ワー

ド部 に所 属 して い ます。彼 女 は,ニ ュー ヨ

ー ク州 ニ ュー ヨー ク･シ テ ィーで行 な われ

る,ア メ リカ ン･マ ザー ズ全 国大会 の ヤ ン

グ･マ ザー州代 表 で,少 な くとも8人 は選

ばれ て い る末 日聖 徒 の州代 表 のひ と りです。

なお,ア メ リカ ン 。マザ ー 。オ ブ･ザ･

イ ヤー州代 表 の方 も,少 な くと も5人 が教

会 員 です。

全 国大会 に出場 す るマザ ー･オ ブ･ザ･

イヤ ー とヤ ング･マ ザ ー･オ ブ･ザ･イ ヤ

ーの候補 者 は
,全 米 で開 か れ る州 大会 で選

出 され ます 。 また候補 者 は一 般家 庭 の ほか,

教 会,市 民 団体 か ら推 薦 され ます。 その後

州 代表 が全 国大会 に出場 し,最 終 審査 が行

なわれ ます。 通常,候 補 者 の中 に は,末 日

聖 徒の 女性 が多 く見受 け られ ます 。

今 年度 の ヤ ング･マ ザ ー･オ ブ･ザ･イ

ヤーの ピー ター ソン姉 妹 はう イ リノイ州 シ

ャ ンペ ー ンで生 まれ,1973年,ブ リガム･

ヤ ング大 学 で優秀 な成 績 を修 め卒 業 し まし

た。 専攻 は体 育教 育 です。 そ して1977年 に

トム･ピ ー ター ソ ン兄 弟 と結婚 し,7人 の

●ヤ ング･マ ザ ー･オ ブ･ザ･イ ヤ ー に選 ばれ た ペ ンシル ベニ ア州 のキヤサ リン･クライヤー･ピ
ータ ー ソン姉妹 お よび夫 と7人 の子供

。｢チ ャーチ ニ ュー ズ｣よ リ転 載 。

58



69告冒6≡鞄Fε861/冥(ρ勤磁

(》謝田畢･窪

是盟鍾盟孝一嬰×甲圓:一〃一藩･4)。(へ母

撃賄濠俵譲埠暴翼2｢…(ラ【ぴq鯨享ゆえ2

⑦撃藩僻郭2博γ老｣翠悟爆ギー姜×醒罫

`鰹!妾喫ユ9nぞo條ρ量2騙益?身重謡

04健曇耳蒼母｢耳旦i雪
｣ヨ里

揖素憾2帽ε…捗←`つ軽21購蒙⑦ユ季算2

管`lg剛苗業工圓⑦普腿キー委×岳蛋219

9。葺蒼母｢耳劉奪粛射｣琴煮｢♪率日9く字

｢射臣話マ塞醐(∂韓¥鯉》マ9蜜[劉薩｣4

累。4健撃肯蟹濠｢耳¥臨髪回8鴇｣管ア

2聖副…享⑦寺解簡響舳髪率日マ丹潮携蒙コ[鮭

日}(ンア21餉髪1髪4圏2四場昌…目･畳(∂§字!ソ!躍

､くΨ一4･∠4婁ズム鵠剥･畳2ウρ9身髪圏

翼鵬叢講響錦回

菖篁｢冨¥舳霧回8鍔｣

智麗≠一壬z醒慾

●
●

詣[劉由;91`2Mr4を4･×一評×(ρ翠甚勲

=!男皇鐙麗孟謡蚤禦[;i]

。?qユつ{抄矧濠告干創⑦粛蚕鰍蓉

一吉4醜て製ユ粛¥よご4μ∠4σ`健峯

耳ヲ214げレ｣惹ミト1･磁τ。4皐}勲蚕母鰐

ll但ンね営逓劉壬平辮醤⑦4dを･冬･×一

評×`塵雑[1藩∠ユ峯算2享1窺晋dべ6

。!Σ尋マ旦雛》圏当¥(∂僻累1}(ンR21影宙d

･く6`ユ厘1･愕身雛回8τ影4dを･ぐ。×一巻ゾ

×`寧1(∂曾くへ}算撃耳ζ壬終田i姦(o{寿宵｣･く

6･π･･く｣吸乖劉担21庫謎一ム4:一･4よ6

4腿鬼一.ζ××兵孝委･｣!森4〆･く･4∠:
。9くヘマ?【へ2

.

算撃恵壬終田i童⑦(騨z9)｣･くn･π。･く

｣営考(∂琴罐県`4皐}G(孝劉21寡幽早

則彗=MN

44･z一!》×も腱主峯

=F』曇艇里古¢製置日当

。
.窪峯【ヘユつ縄夏}つR笛里`冬團

秘ユ嵜曽董晶暴呈魯煕図轟･き罵畢困¥》4峯
。4つ峯つ封藝隊壁P簾⑦辮粛翻目`弓;圏.叢罎:

`曽一⑦曹影蚕主晶等瑳瑠¥腿業一4×罪121

辛藤`6辞}(勾鍵母普号胆宗厨島聯(∂琴聴

鰺¥孕詠曝蕊一ム…攣盈勲聴蠣/:/重一〃一訊
。
.巨峯(へ§字…甫去

灘一難:欝礁羅馨懇難雛1蘂1藝懇



i,難囎 レ繋
….擬 許灘li

● 日刊 工 業 新 聞58.2.19

｢信仰 と研 究｣と私 九州耐火煉瓦株式会社勤務

岡山ステーキ部ステーキ部長

渡辺 明

圏
は因果 な商売 で,年 が ら年 中新 しい

事 や未知 な事 柄 に頭 を没 入 させ,そ

の世界 に浸 りっ ぱな しで ある。 その た めか

自動車 の運 転 も,も っぱ ら姉 妹(妻)に 任

せ て あ る。 私が も し運転 す れ ば考 え事 の癖

が あって まず天 国行 きは間違 い な い。

研究 開発 で外 国 出張や 学会 出席,ユ ー ザ

ー との技術 打 ち合 わせ な どで家 を空 ける こ

とが少 な くな いが,身 体 は,い た ってひ 弱
わずら

で ある。13年 前 に患 ったべ 一チ ェッ ト氏病

以 来,身 体 を大 切 に使 って い るが,そ う も

いか ず時 々病床 につ く。 で も,ま あ,元 気

で ある。

私 が こ こまで充実 してい るの も信仰 の お

陰 で あ る。

研 究 上行 き詰 まる こ とは しょっ ち ゅうあ

あきら

る。 で もあ ま り諦 めた こ とがな い。考 えに

考 え抜 くこ とが好 きだ か らで ある。苦 しい

けれ ども考 え抜 くこ とに してい る。

問題 を解 決 した時,神 が私 に与 えて下 さ

った 暗示 へ の深 い感 謝 の念 と,神 が 弱 い私

をね ぎらっ て くれ た愛 の手 の肌触 りと心 か

ら込 み上 げ て くる霊 水 の温 か さを感 じる。

まれ で はあ るが,感 涙 す る こと さえあ る。
な ぜ

何故 小 才 な私 に解 決 で きたの で あろ うか。

もっ と素晴 らしい人 々 がた くさん いるの に

と思 うと,い つの 間 にかそ れ を使 命 と感 じ

た り,ま た私 にの み感 ず る神 の愛(み た ま)

を痛切 に思 うので あ る。

私 の才能 で は到底 解決 で きな い と思 って

いた事 柄 が恵 み によ って賜 わ る その気

持 ちはだ れ に も増 して幸福 に感 じて い る。
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岡山ステーキ部･広 島ステーキ部

高松ステーキ部･山 ロ地方部合同

第2回 大山指導者会

開かる

囹
月10,11,12日 の3日 間,岡 山 ステ

ー キ部
,広 島ス テー キ部,高 松 ステ

ー キ部 お よび 山口地 方部合 同の｢第2回 大
さ ぬ き

山指導者 会｣が,大 山隠岐 国立公 園 の雄 大

な自然 に囲 まれ た鳥取 県立 大 山青 年 の家で

開催 され,安 芸宏 地 区代表 の 指導 の下 に,

総勢120名 が参 加 した。

昨 年 開かれ た第1回 の指 導者 会 で は,高

松 ステ ーキ部 神埼 武二 郎 ステ ーキ部 長 の発

案 に よ り,｢指 導者 は どうあ るべ きか｣に つ

い て 自由に討論 し,指 導者 た ちの心 の悩 み

をぶ つ け合 い,問 題 解決 の 糸 口 を見 つ け る

ことが で きた。

今 回の指 導者 会 は,岡 山 ス テー キ部 溝 内

俊 夫副 ス テー キ部長 が実 行委 員長 とな って

企 画 され,歩 行 ラ リーや そ の ほかの活 動 を

通 して潜 在 意識 や能 力 の発 掘,チ ー ム ワー

ク,リ ー ダー シ ップ,組 織 の活発 化 な どに

つ いて理 解 を深 め,学 ぶ こ とがで きた。

指 導者 会 は,初 日の歩行 ラ リー よ り始 ま

り,昨 年 の復 習 と,新 た に指 導者 と して の

心構 え を,ま た,グ ル ープ に分 かれ ての教

会 実務 につい ての討 論会,そ して レク リエ

ー シ ョン活 動 の順 で進 め られ た。2日 目の

夕刻 か ら夜 にか けて行 なわれ た2度 目の歩

行 ラ リー で94名 がペ アー を組 ん だ。 この活

動 か らコー ス図 に従 って細 かい 指示 を実行

す る大切 さ と難 し さ,同 僚 同士 の協 力 と一

致 の必要性 を各 自体 得 す る こ とがで きた 。

最 終 日の証会 で は,多 くの参加 者 が力 強

く神 を賛 美 し,｢次 回 は もっ と成 長 して会 お

う｣と 再会 を誓い合 った。(レ ポー ター:岡

山 ステ ー キ部 幹部 書記･高 田俊 久)

●(写 真 右上)安 芸長 老 の管理 の下 に開かれ た

指導 者 会 。●(右 下)大 山青年 の 家で のタ への

集 い 。●(左 下)レ ク リエー シ ョン活動 。
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卍旨一

難謹
灘

､能

鑛嚢:灘織､

議員 を解任 して くれ るのか と思 った ら,そ

う じゃな くて,何 て言 った と思 う。『高瀬兄

弟,今,何 を,.主 は あなた にお 望 みだ と思

い ます か。 主 は あなた を東京 第5ワ ー ド部

の監督 に召 した い と思 って い らっ し ゃい ま

す』と言 うん だ。｣よ りに も よって こん な時

に と,私 た ちふた りは抱 き合 い,悲 し くて

泣 い て し まい ました。夫 は病 気 の原 因が は

っき りせ ず, .娘は脳 性麻痺,母 は腰痛,私

は ノイ ローゼ。荷 を軽 くして も らい たい気

持 ち で一杯 な の に,と て も耐 え られ ない よ

うな荷 を負 わ され た よ うな思 いが し ました。

｢主 よ
,ど うして ……。｣その夜 の 祈 りもた

だただ 涙 ばか りで した。

と ころが,1週 間後 に祝 福 が訪 れた ので

す 。 それ は神 崎 ス テー キ部 長 が私 た ちの家

を訪問 して下 さった こ とです。 ス テー キ部

長 につ いて は間接 的 に は夫 か ら聞 いて お り

ま した し,ス テ ー キ部大 会 や ワー ド部大 会

で お話 を伺 った こと もあ り尊敬 してい まし

たが,直 接 個 人的 にお会 い す るの は初 めて

で した ので,何 か 雲の上 の 方 をお迎 えす る

ような感 じで,神 聖 で有 り難 い気 持 ちが致

しま した。 ステー キ部長 は夫 か らす で に私

の こ とを聞い てい らっ しゃって,私 と,共

に悩 んで いた母 とに2時 間以 上 もお話 して

下 さい ま した。 テ レ ビのス ピー カー の よう

に,神 様 のス ピー カー としてお話 しま した

とお しゃって い ました。 娘の こ とは信 じて

疑 わず に訓練 を続 けな さい,し か し結果 は

神様 にお任 せ しな さい,と 言 われ ました。

また,｢困 難 が来 る時 はチ ャ ンスだ と思 い な

さい。 困難 な中 で もニ コニ コ して頑 張 って

い れ ば,他 の人々 に も証 とな り,模 範 とな

り,励 まし とな るか らです｣と もお っ しゃ

い ました。 そ して教 義 と聖約 の9章 か ら引

用 され て,｢我 が 子 よ｣と い う所 を私 の名 前

｢由 利 よ｣に 代 え て読 んでみ な さい とお っ

しゃい ました。｢由利 よ,す べ か ら く忍耐 せ
な

よ。 わ が 為 す こ とに は深 き知 恵 あ れ ば な

り。｣ま た,｢由 利 よ,つ ぶや くな かれ。 か

くの ご と く汝 を待 遇 した る には深 き智恵 わ

れ にあ れば な り。｣確か にその通 りだ と思 い

ま した。

夫 は その場 で,ス テー キ部長 の手 に よ っ

て監督 の職 に按 手 聖任 され ました。 そ して

ス テー キ部長 がお帰 りに な ってか ら奇跡 が

起 こった ので す。私 の ノ イロー ゼが ほ とん

ど治 って しまった ので す。長 引 く と思 って

いた お医者 さん も驚 い て い ました。 ス テー

キ部長 の衣 に触 り,あ たか もイエ ス様 の衣
いや わずら

に触 れ て癒 され た長 血 を煩 う.女の よ うに,

私 も癒 され ま した。

今 で は,夫 も元 気 に監 督 の職 を努 めて お

り,私 もボラ ンテ ィア の方々 や母 の助 けを

得 て,毎 日楽 し く娘 の訓練 に励 んで お りま

す。 とて も幸 せ な思 いで す。 もち ろん娘 は

まだ立 つ こ とも歩 くこ とも話 す こ ともで き

ませ ん。 しか し私 は,こ の困難 をあの 阿古

屋 貝 の よ うに努力 して包 み込 み,美 しい真

珠 を作 って神様 にお返 し した い と思 ってお

ります。(た か せ･ゆ リ1948年 生 まれ,東

京 第5ワ ー ド扶 助協 会教 師)
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大阪北ステーキ部岡町第2

ワード部(元 名古屋伝道部

専任宣教師)

西川 敦子
(旧姓･大 坪)
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磁.噸 榛 一ゆ廟 事噛 一癖一軸一嚇_坤 ゆ漣

國
と婚 約者 西川兄 弟 との出会 いは,私

に とっては予 期せ ぬ 出来事 で した。

今 振 り返 って み る と確 か に神様 の助 け と導

きを受 けて いた ように思 い ます。

ピ ッピー,ッ ッ ゥー。UPI,APの ワ

イヤー の音,ひ っ き りな しに鳴 る電 話 の音。

私 が働 いて い るの は,東 京 に あ るアメ リカ

の テ レ ビ局 ア ジア支 局 のニ ュー ス ビュー ロ

ー です
。

まだ勤 め始 めて 間 もない私 は,事 の成 り

行 きを後 か ら追 ってい くのが や っ とです。

この 目 ま ぐる しい職場 の 中で,た だ ひ とつ

救 い なの は夕方5時 か らアルバ イ トで入 っ

て くれ るナ イ トスタ ッフの5名 の学 生 さ ん

た ちの存在 で す。毎 日ひ とりず つ交 代 でや

って来 る彼 らの屈託 の な い笑 顔 を見 る と一

日の 疲れ もとれ,ホ ッ とす るの です。 その

中で も西川兄 弟(こ の時 は まだ教 会員 で は

あ りませ ん)は,私 に とって人 一倍 親近 感

が 持 て,オ フ ィス全体 にいつ も何 が しか の

温 か みを もた ら して くれ る人 で した。 マ ス

コ ミの世 界 にあ って彼 の存 在 は,私 の 目 に

い つ も新鮮 に映 りました。

仕事 に慣 れ て くる と,職 場 で の伝道 とい

うこ とを真 剣 に考 え始 め ま した。 そのた め

に短 い時 間なが ら も,仕 事 の合 間 に,福 音

に添 った 自分 自身の将 来 の夢 をみん なに少

しず つ話 してい きま した。 特 に驚 いた こ と

は,ア メ リカの ニ ュース を直接 テレ ビで伝

えるニ ュー スキ ャス ターの 方々 がモ ル モ ン

につい て正 しい知識 を持 ってい て,非 常 に

友好 的 に私 に接 して下 さ る ことで した。

あ る 日,ヒ ュー ス トンか ら中 国に特 派員

が派遣 され るこ とにな り,そ の特 派員 の方

が東 京 に立 ち寄 られ ました。 その 方 は私 が

モルモ ンで あ る ことを他 の人 か ら聞い て,
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｢や って みな くて はわか らない｣と 彼 が

言 った 日か ら1年 以上 の年 月が 流 れ,そ の

間,｢つ ぼみ を見 つ けな さい｣と 言 って下 さ

った指 導者 の言 葉 をや っ と理解 で き るよ う

に な りま した。｢す な わ ち,こ れ は まこ とに

善 い種 子,善 い言 葉 に違 いな く私 の心 を大

き く開 き,私 の理 解力 を増 し,わ た しは よ

うや く善 い味 を感 ず る と。｣(アルマ32:28)

主 は すべ ての事 を御 存 じで す。 私た ちが

努 力 し,求 める な らば,私 た ちの 自由意 志

の選 び に よって,身 近 な所 で永 遠 の伴侶 に

巡 り会 え る とい うこ とを強 く感 じるの です。

この1年,西 川兄弟 の成長 を目の 当た り

に し,今 で は,彼 か ら多 くの助 け と愛 をい

た だい てい ます。 そ して この よ うな経 過 を

た どるまで,多 くの人 々 の助 け と温 か い励

ま しが あ った こ とを心 よ り感 謝 してい ます。

あ す5月27日,西 川兄弟 との神殿 結婚 をひ

か え,彼 のす べ て を受 け入 れ,細 くて長 い

道 をふ た りで仲 よ く歩 ん でい き ます 。(にし

か わ･あ つ こ1954年 生 まれ,岡 町 第2ワ

ー ド部 扶助 協会 教 師)

結婚†り仕事に先んじτ
一 よ リ良いものを得るための選択

東京北伝道部専_(_ノ 瞥一
ステーキ部躍 第3ワ ード部所属)マ ー

新田 元一

識

圏
は改 宗 してか ら も多 くの素 晴 らしい

宣教 師 に出会 い ま したが,自 分 が宣

教師 にな る こ とにつ い ては消極 的 な気 持 ち
やつかい

しか持 って い ませ んで した。 自分 に は厄介

な問題 が 山ほ どあ る と思 い込 ん でい たの で

す。

学 生 時代 に改 宗 し,卒 業後 は あ る設 計事

務所 に勤 め ました。 さらに社会 人 として ま

だ半 人 前の うちに,教 会 で支 部長 とい う召

しを頂 きま した 。私 な りに努 力 を重 ねた つ

もりで すが,会 社 と教 会 で も自己の能 力 の

な さ と信仰 の弱 さを認 めざ る を得 な い よ う

な状態 に何 度 とな く直面 させ られ ま した。

ただ,多 くの素晴 らしい指導 者や 会員 の方

方 か らの助 言 と励 ましを胸 に,熱 心 に責任

を果 たそ う とす る時,そ れ な りに充実 感 を

味 わ うこ ともあ りました。･

しか し,い つ も意識 的 に避 け よう として

い る思 いが あ りま した。 伝道 に対 す る思 い

です。 その当時,私 には親 し く交 際 して い

た姉妹 との結婚 を考 え,さ らに設 計士 にな

るた めの勉 強 と支部 長 としての責 任 に全 力､

を尽 くしたい と常 々思 って い ま した。 そん

な時,み た まが警 告 を与 えて くれ ま した 。
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神様の愛どみ守りを満身に受け

.雛禦

東京北伝道部専任宣教師(三重地方部

鈴鹿支部所属)

古 鉄 英 治

本人宣教師はアメリカ人宣教師に比

圓べ,多 くの面 で犠 牲 を払 って伝 道 に

出 てい ます。大 切 な会社 をや めて伝道 に出

た り,家 族 か らほ とん ど手紙 の来 ない人 も

い ます。私 が払 った犠 牲 は それ らの人 に比

べ る と小 さな もの で した。

私 は3年 半前 に1枚 の英会 話 のチ ラ シが

き っか け とな り教 会 に行 くよ うにな りま し

た 。 その頃,宗 教 は弱 い人 間 がす る もの だ

とい う偏 見 を持 って い ま したが,宣 教 師 の

熱心 な教 え と愛 に心 を動 か され,悔 い改 め

てバ プテス マの水 を く ぐりま した 。

教 会 に入 ってか ら私 は段 々 と変 わ って い

き ました。神様 の福 音 が私 を変 えたの です。

しか し,私 は決 して模範 的な教 会員 で は あ

りませ んで した。 戒 め を破 って教 会 をお休

み した ことが度 々 あ りました。

ある安 息 日の集会 で,素 晴 らしい伝道 を

終 えて もうす ぐア メ リカへ帰 ろ う とす るひ

と りの宣教 師が｢神 様 の こ とを一番 よ く理

解 す るに は伝 道 に出 る こ とです｣と 最後 の

証 を述べ ま した。

その証 は私 の心 に深 く突 き刺 さ り,今 の

自分 を省 み て,こ の ま まで いい のだ ろうか,

とい う疑 問が わ き上 が りま した。 主 の再 臨

の時,自 分が 主の み前 に出 て正 しい者 で あ

るか どうか不安 で した。 もっ と成 長 した い,

もっ と神様 に近 づ きた い,否 定 で きない よ

うな素 晴 らしい証 を得た い とい う思 いが胸

の中 で強 ま りました 。私 の所属 して いた支

部 には何 人 も帰 還宣教 師 がい ましたが,彼

らの模範 を見 るにつ け,私 も伝 道 に出 た い

と思 う ように な りま した。

支部長 に伝 道 に出 る こ とを相 談 した とこ

ろ｢19歳 か ら伝道 に出 られ ますか ら,古 鉄

兄弟 はあ と1年 半 あ ります 。 その間 にまず

両親 の許 可 を取 り,伝 道 資 金(当 時,2年 間

の伝 道 資金 として150万 円 チ ャ レ ン ジ され

ま した)を 蓄 え,福 音 の系統 的 な学 習 を通

して個 人 の証 を強 め,ふ さわ しい生活 を送
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